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ペットボトルを回収協力店に出している市民の方

家
庭
や
、
事
業
所
か
ら
出
る
ご

み
の
量
は
、
年
々
増
加
し
、
平
成

九
年
度
に
は
、
四
万
六
千
五
百
三

十
八
ト
ン
に
も
な
り
ま
し
た
が
、

平
成
十
年
十
月
か
ら
開
始
し
た
五

種
分
別
収
集
な
ど
に
よ
り
、
ご
み

の
減
量
が
図
ら
れ
、
平
成
十
年
度
、

十
一
年
度
と
二
年
連
続
で
減
少
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
う
し
た
中
、
市
で
は
、
さ
ら

に
ご
み
減
量
・
資
源
化
を
図
る
た

め
、
平
成
十
三
年
度
末
に
は
、

「
一
人
一
日
当
た
り
の
ご
み
排
出

量
八
百
グ
ラ
ム
以
下
」
と
し
、

「
資
源
化
率
二
十
六
パ
ー
セ
ン
ト
」

と
す
る
「
ご
み
減
量
・
資
源
化
行

動
計
画
」
を
昨
年
四
月
に
ス
タ
ー

ト
さ
せ
ま
し
た
。

こ
の
計
画
は
①
不
用
品
を
つ
く

ら
な
い
②
ご
み
に
し
な
い
で
再
利

用
③
ご
み
の
中
か
ら
資
源
を
回
収

―
と
い
う
三
つ
の
行
動
原
則
を

守
り
、
市
民
・
事
業
者
・
市
が
そ

れ
ぞ
れ
の
立
場
で
ご
み
減
量
・
資

源
化
を
進
め
よ
う
と
す
る
も
の
で

す
。ま

た
、
こ
の
計
画
を
効
果
的
に

推
進
す
る
た
め
、
こ
の
た
び
自
治

会
ご
と
に
委
嘱
し
ま
し
た
「
廃
棄

物
減
量
等
推
進
員
」
と
、
市
民
・

事
業
者
の
代
表
者
な
ど
で
構
成
さ

れ
る
「
ご
み
減
量
・
資
源
化
推
進

協
議
会
」
が
、
と
も
に
活
動
す
る

こ
と
に
よ
り
、
目
標
達
成
を
目
指

し
ま
す
。

ごみ減量・資源化を図るために生ご
み肥料化処理器の購入費の一部を補助
しています。ぜひ、ご利用ください。
▽対象＝市税を完納していて、市内
に処理器を設置する場所を有する方▽
補助額＝①生ごみ肥料化処理容器１器
当たり、6,000円を限度に購入金額の２
分の１を補助。ただし、１世帯で３年
間に３器まで②生ごみ処理器（機械
式）１器当たり、２万円を限度に購入
金額の３分の１を補助。ただし、１世
帯で３年間に１器まで▽申し込み＝申
請書に必要事項を記入し、領収書を添
付して提出してください。
□問リサイクル推進課�50－６０８４

生ごみ処理器購入に補助

今年度から市内15店舗の協力を得て、ペットボ

トル店頭回収モデル事業をスタートさせ、４月は、

0.89トン回収しました。回収されたペットボトルは、

ほとんどがきちんとキャップが外され、中が洗浄

されているなど、状態も良好で、順調なスタート

となりました。

なお、ペットボトルをごみ集積所に出す場合は、

今までどおり「不燃ごみ」として出してください。

□問清掃事務所�54－５５０１

ペットボトル回収にご協力を！
みんなでリサイクル

時　　間（総入れ替え制）

①10時～11時30分　②12時30分～14時

③14時30分～16時　④16時30分～18時

⑤19時～20時30分（７月１日から）

※月曜日と祝日の翌日はお休みです

利用料金

・中学生以下 50円

・大　　　人 100円

（雇用保険被保険者以外110円）

※水泳帽着用（貸し出しはしません）

※小学３年生以下は保護者同伴

□問流山コミュニティプラザ

�55－５５６１

コミュニティプラザのプール
今月10日からオープン

6月定例市議会 「日本語講座」「国際交流サロン」
在日外国人を対象に開催

市内に住む外国人の皆さんが楽しく日本語を

学ぶお手伝いや、日常生活を送るうえでの簡単

な相談などに応じるために、国際交流協会の協

力を得て在日外国人の方を対象に、「日本語講

座」と「国際交流サロン」を開催します。在日

外国人の皆さん、お気軽に足を運んでください。

▽内容／日程＝①日本語講座／毎週水曜（第

一水曜は除く）10時～12時②国際交流サロン／

毎月第一水曜10時～12時▽場所＝文化会館▽対

象＝在日外国人の方▽申し込み＝当日直接会場

へ

□問文化会館�58－３４６２

・繰り返し使える商品などを使う
・買い物袋を持参し、過剰な包装は辞退する
・ものは大切に使い、最後まで使いきる
・生ごみの堆肥化など容易に処分できるごみは、
家庭で処分する
・店頭回収、集団回収、資源物収集に協力する
・ごみはきちんと分別し、マナーを守って出す

など

市民の役割

事業者の役割
・計画的に減量・資源化を進める

・消費者が包装の選択ができるようにする

・牛乳パック、トレイなどの回収窓口を設置する

・事業活動で出た一般ごみは分別し、清掃事務所

（清美園）へ自己搬入するか許可業者に委託する

など適正に処理する

など

・ごみ問題についての情報提供や啓発を行う

・生ごみ処理器の普及を促進する

・集団回収を支援する

・ごみからの資源物回収や最終処分量の減量を図る

・ごみ処理施設の計画的な整備を行う

など

市の役割
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市ごみ減量・資源化キャラクター

「ケロクル」

ケロクル・プランを推進
ごみ減量・資源化行動計画

生
活
ス
タ
イ
ル
を
見
直
し
て

一
層
の
減
量
・
資
源
化
を

六
月
定
例
市
議
会
が
、
き
ょ
う
一
日
か
ら
開
会
し
ま
す
。

今
回
の
定
例
市
議
会
で
は
、
平
成
十
二
年
度
の
補
正
予

算
や
、
三
月
三
十
一
日
に
先
決
処
分
し
た
平
成
十
一
年
度

の
補
正
予
算
お
よ
び
、
条
例
の
一
部
改
正
な
ど
、
七
議
案

が
審
議
さ
れ
る
予
定
で
す
。

こ
れ
ま
で
の
大
量
生
産
、
大
量
消
費
、
大

量
廃
棄
を
前
提
と
し
た
社
会
シ
ス
テ
ム
を
改

め
、
リ
サ
イ
ク
ル
社
会
へ
と
国
全
体
が
変
わ

ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
本
市
で
も
昨
年
四
月

に
「
ご
み
減
量
・
資
源
化
行
動
計
画（
愛
称
＝

ケ
ロ
ク
ル
・
プ
ラ
ン
）」
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ

ま
し
た
。
ご
み
は
、
わ
た
し
た
ち
一
人
ひ
と

り
の
日
常
生
活
や
事
業
活
動
に
よ
っ
て
出
る

も
の
で
す
。
生
活
ス
タ
イ
ル
な
ど
を
再
度
見

直
し
、
よ
り
一
層
ご
み
の
減
量
・
資
源
化
に

取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

□問リサイクル推進課�５０－6084

き
ょ
う
１
日
か
ら
開
会

オウム真理教対策本部を設置
市は、５月23日、「『無差別大量殺人行為を行った団体

の規制に関する法律』の適用にかかる団体（オウム真理

教（アレフに改称））対策本部」を設置し信者の転入届

を受理しないこと、福祉会館、公民館等公共施設の貸し

出しの禁止という２つの事柄を決定しました。

これは、常磐線沿線への信者の転入が活発化しており、

流山市への幹部信者の転入もあったことから、地域住民

の不安を解消し、市民の平穏な生活環境を確保するため、

設置しました。

また、５月29日、地域の代表の皆さんで構成する「オ

ウム対策協議会」より、オウム真理教（アレフに改称）

の進出および活動を制限し、住民の平和な暮らしを守る

ための厳正なる対策を求める陳情書が提出されました。

市では、流山市が「オウム」の拠点とならないよう、

警察や自治会との連携を密にして、対策に取り組んでい

きます。

ぜひ、「オウム」に関する情報の提供をお願いします。

□問生活安全課�50－６０７８
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市
民
の
皆
さ
ん
の
請
求
に
応
じ

て
、
市
の
情
報
を
公
開
す
る
「
情

報
公
開
制
度
」
が
平
成
九
年
十
月

に
ス
タ
ー
ト
し
、
二
年
八
か
月
が

経
過
し
ま
し
た
。

こ
の
制
度
は
、
市
政
に
関
す
る

情
報
を
公
開
す
る
こ
と
に
よ
り
、

市
へ
の
理
解
と
信
頼
を
深
め
、
公

平
で
開
か
れ
た
市
政
を
推
進
し
よ

う
と
す
る
も
の
で
す
。

平
成
十
一
年
度
の
公
開
の
実
施

状
況
は
、
下
表
の
と
お
り
で
す
。

請
求
の
あ
っ
た
三
十
四
件
か
ら
申

請
の
取
り
下
げ
（
三
件
）
と
文
書

不
存
在
（
七
件
）
を
除
い
た
二
十

四
件
に
対
し
、
公
開
が
十
四
件
、

部
分
公
開
が
七
件
で
、
非
公
開
と

な
っ
た
の
は
三
件
で
し
た
。

【
制
度
を
実
施
す
る
機
関
】

市
長
、
教
育
委
員
会
、
選
挙
管

理
委
員
会
、
監
査
委
員
、
農
業
委

員
会
、
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
、
水
道
事
業
管
理
者
、
消
防
長
、

議
会

【
請
求
で
き
る
方
】

①
市
内
に
住
所
が
あ
る
方
②
市

内
に
事
務
所
ま
た
は
事
業
所
が
あ

る
個
人
、
法
人
そ
の
他
の
団
体
③

市
内
の
事
務
所
ま
た
は
事
業
所
に

勤
務
し
て
い
る
方
④
市
内
の
学
校

に
在
学
し
て
い
る
方
⑤
実
施
機
関

が
行
う
事
務
事
業
に
利
害
関
係
の

あ
る
個
人
、
法
人
そ
の
他
の
団
体

【
対
象
と
な
る
公
文
書
】

平
成
六
年
四
月
一
日
以
後
に
実

施
機
関
が
職
務
上
作
成
、
ま
た
は

取
得
し
た
文
書
、
図
画
お
よ
び
写

真
（
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
を
含
む
）

で
、
決
裁
な
ど
の
手
続
き
が
終
了

し
、
管
理
し
て
い
る
も
の
で
す
。

公
文
書
は
原
則
公
開
と
し
ま
す

が
、
①
法
令
で
規
制
さ
れ
て
い
る

情
報
②
個
人
に
関
す
る
情
報
③
法

人
な
ど
に
関
す
る
情
報
④
国
な
ど

と
の
協
力
関
係
を
著
し
く
損
な
う

情
報
⑤
意
思
形
成
過
程
の
情
報
⑥

適
正
な
事
務
事
業
の
執
行
に
支
障

が
生
じ
る
情
報
⑦
合
議
制
機
関
な

ど
の
情
報
⑧
公
共
の
安
全
と
秩
序

の
維
持
に
支
障
が
生
じ
る
情
報
な

ど
は
公
開
で
き
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。

【
請
求
の
手
続
き
】

情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
（
市
役
所

第
二
庁
舎
一
階
）
で
、
所
定
の
請

求
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
公
開
の
方
法
と
費
用
】

原
則
と
し
て
、
請
求
が
あ
っ
た

翌
日
か
ら
起
算
し
て
十
四
日
以
内

に
公
開
で
き
る
か
ど
う
か
を
決
定

し
、
結
果
を
文
書
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。
公
開
で
き
る
場
合
は
、
通

知
に
書
か
れ
た
日
時
お
よ
び
場
所

で
、
請
求
し
た
公
文
書
の
閲
覧
や

写
し
の
交
付
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

手
数
料
は
、
閲
覧
の
場
合
一
件

に
つ
き
三
〇
〇
円
。
写
し
の
交
付

を
受
け
る
場
合
は
、
閲
覧
手
数
料

すてきな寄せ植えをあなたの手で

に
コ
ピ
ー
代
（
一
枚
に
つ
き
一
〇

円
）
を
加
え
た
額
で
す
。

な
お
、
請
求
し
た
文
書
が
非
公

開
と
な
り
、
そ
の
決
定
に
不
服
が

あ
る
と
き
は
、
実
施
機
関
に
対
し

不
服
申
し
立
て
を
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

□問
行
政
管
理
課
�
50
―

６
０
６

５

市
民
の
皆
さ
ん
に
好
評
の
大

学
開
放
講
座
。
今
回
は
、
東
洋

女
子
短
期
大
学
と
共
催
で
「
英

語
公
開
授
業
」
を
開
催
し
ま
す
。

こ
の
授
業
は
、
十
六
歳
以
上

の
方
な
ら
、
ど
な
た
で
も
参
加

で
き
ま
す
。

学
校
や
仕
事
が
終
わ
っ
て
か

ら
参
加
で
き
る
よ
う
、
午
後
六

時
か
ら
の
開
講
と
、
一
回
完
結

の
授
業
を
違
う
内
容
で
十
五
回

行
う
の
で
、
都
合
の
よ
い
日
の

一
回
だ
け
の
参
加
で
も
、
連
続

し
て
の
参
加
で
も
よ
い
と
い
う

新
し
い
ス
タ
イ
ル
の
講
座
で

す
。▽

日
程
＝
６
月
７
日
・
14

夏
休
み
中
の
中
学
校
の
パ
ソ

コ
ン
教
室
を
活
用
し
た
「
学
校

開
放
講
座
（
パ
ソ
コ
ン
入
門
）」

を
開
催
し
ま
す
。

講
座
は
ウ
イ
ン
ド
ウ
ズ
を
使

用
し
た
入
門
コ
ー
ス
と
し
て
、

パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作
を
は
じ

め
、
暑
中
見
舞
い
ハ
ガ
キ
の
作

成
な
ど
小
中
学
校
の
先
生
方
を

講
師
と
し
て
、
全
三
回
の
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
で
行
い
ま
す
。

▽
日
程
＝
７
月
25
日
�
・
28

日
�
・
31
日
�
▽
時
間
＝
い
ず

れ
も
14
時
〜
16
時
▽
会
場
＝

①
南
部
中
学
校
②
北
部
中
学
校

③
常
盤
松
中
学
校
④
八
木
中
学

校
⑤
東
部
中
学
校
⑥
東
深
井
中

学
校
▽
対
象
／
定
員
＝
18
歳
以

上
の
市
民
お
よ
び
在
勤
の
方
／

各
35
人
（
多
数
抽
選
）
▽
受
講

料
＝
無
料
▽
申
し
込
み
＝
往
復

ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
性
別
、

年
齢
、
電
話
番
号
、
希
望
会
場

を
明
記
し
、
６
月
14
日
（
消
印

有
効
）
ま
で
に
〒
２
７
０
―

０

１
９
２
流
山
市
教
育
委
員
会
指

導
課
「
学
校
開
放
講
座
」
係
へ

□問
指
導
課
�
50
―

６
１
０
５

花
の
あ
る
暮
ら
し
は
、
心
に
安

ら
ぎ
を
与
え
、
私
た
ち
の
目
を
楽

し
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。
花
と
緑
に

も
っ
と
親
し
ん
で
も
ら
お
う
と

「
手
軽
に
楽
し
め
る
ガ
ー
デ
ニ
ン

グ
〜
ち
ょ
っ
と
珍
し
い
花
も
入
っ

た
初
夏
の
寄
せ
植
え
〜
」
を
テ
ー

マ
に
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
講
習
会
を
開

催
し
ま
す
。

こ
れ
は
都
市
緑
化
推
進
期
間
に

合
わ
せ
、
毎
年
行
っ
て
い
る
も
の

で
、
実
際
に
体
験
し
な
が
ら
ガ
ー

デ
ニ
ン
グ
の
基
礎
を
学
び
ま
す
。

▽
日
時
＝
６
月
20
日
�
14
時

〜
▽
場
所
＝
文
化
会
館
▽
講
師
＝

白
瀧
嘉
子
さ
ん
（
緑
の
相
談
員
）
▽

定
員
＝
30
人
（
多
数
抽
選
）
▽
参

加
費
＝
１
０
０
０
円
▽
申
し
込

み
＝
往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
（
返
信
用
に
も
住
所
、
氏

名
）
を
明
記
し
、
６
月
７
日
（
消
印

有
効
）
ま
で
に
〒
２
７
０
―

０
１

９
２
流
山
市
役
所
公
園
緑
地
課
へ

□問
公
園
緑
地
課
�
50
―

６
０
９

２

日
・
21
日
・
28
日
、
７
月
５

日
・
12
日
・
19
日
、
９
月
20

日
・
27
日
、
10
月
４
日
・
11

日
・
18
日
・
25
日
、
11
月
１

日
・
８
日
※
い
ず
れ
も
水
曜
▽

時
間
＝
い
ず
れ
も
18
時
〜
19

時
30
分
▽
会
場
＝
南
流
山
セ
ン

タ
ー
▽
対
象
／
定
員
＝
16
歳
以

上
の
市
民
お
よ
び
在
学
・
在
勤

の
方
／
各
回
50
人
※
申
し
込
み

不
要
、
会
場
先
着
順
▽
講
師
＝

大
西
泰
斗
さ
ん
（
東
洋
女
子
短

期
大
学
助
教
授
）
▽
受
講
料
＝

無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
も
不
要
）

□問
文
化
会
館
�
58
―

３
４
６

２

ご
利
用
は
お
気
軽
に

平成11年度実施機関別の情報公開の利用状況

※上記以外の実施機関については、公開の請求がありませんでした　※「不存在」とは、請求された公文書が存在しなかったものです

実施機関 申 請 公 開 部分公開 非公開 不存在 取り下げ

市　　　長 １１ ７ １ １ １ １

教育委員会 ２０ ５ ６ ２ ５ ２

議　　　会 ３ ２ １

計 ３４ １４ ７ ３ ７ ３

焼却炉方式選定部会会議録、広報ながれやま
印刷製本費等契約書

教育委員会会議録、危険個所点検、いじめ、
体罰問題調査資料、教諭の勤務評定、教諭の
異動理由、市内小中学校の事故報告書

市議会議員の海外視察に関する資料、
人権擁護委員の調査について

主 な 公 開 請 求 内 容

ことし新築や増改築を完了し

た家を中心に、家屋調査を行っ

ています。

この調査は、固定資産税の基

礎となる家屋（住宅や店舗、工

場、物置、車庫など）の評価額

を算定するため、屋根や柱など

使用材料や仕上げ状況などを調

べるものです。

なお、新築住宅には税の減額

措置があります。減額となるの

は居住部分（併用住宅は居住部

分の割合が２分の１以上）の床

面積が40平方メートル（一戸建

以外の貸家住宅は35平方メート

ル）以上280平方メートル以下の

場合で、期間は新築後３年間ま

たは５年間です。

また、家屋を取り壊した場合

は、調査の時に調査員に告げる

か、家屋滅失届を資産税課へ提

出してください。

□問 資産税課�50－６０７４

「平成12年度建築物実態調査」が、

松ケ丘５丁目、西平井および平和台１

丁目の各一部の地域で行われます。６

月10日から30日までの期間中に調査員

が調査世帯を訪問します。

この調査は、建設省が市町村の協力

のもとに住宅など建築物の建築状況な

どを調査し、住宅行政の基礎資料を得

るために毎年実施しているものです。

訪問調査にご協力をお願いします。

□問 建築指導課�50－６０８８

６月１日から30日までは「動物の
正しい飼い方推進月間」です。私た
ちにとって身近な動物である犬の飼
い方・しつけ方教室が開かれます。
▽日時＝７月１日�10時～12時30
分▽場所＝柏市健康管理センタ－▽
定員＝50人（うち同伴犬実技は20人
※要予約・多数抽選）▽内容＝①学
科講習②模範演技③同伴犬の実技訓
練（予約者のみ・雨天中止）▽講
師＝犬訓練士・獣医師▽費用＝５０
０円▽申し込み＝往復ハガキに「犬
のしつけ方教室受講希望」、住所、氏
名、電話番号、犬同伴希望の有無、
犬の種類・雄雌・年齢、相談内容、
返信面あて先を明記し、６月14日
（必着）までに〒２７７－０００５柏
市柏２５５柏保健所生活衛生課へ
□問柏保健所�67－１２５５

家屋調査にご協力を
市内全域で実施中 開

か
れ
た
市
政
を
推
進

開
か
れ
た
市
政
を
推
進

平
成
11
年
度
実
施
状
況
を
公
開

情報公開制度

大学開放講座

今 が チ ャ ン ス！！

生きた英語をマスターしよう

パソコンを前に講師の先生も受講生も真剣そのもの

学
校
開
放
講
座

�
暑
中
見
舞
い
�を
パ
ソ
コ
ン
で

今
月
　
日
ま
で
に
申
し
込
み
を

16

建築物実態調査

調査員が訪問6/10
～6/30

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
講
習
会

「
寄
せ
植
え
」を
楽
し
も
う

申
し
込
み
は
往
復
ハ
ガ
キ
で

正しく学ぼう
犬の飼い方・しつけ方

公
開
の
状
況

制
度
の
あ
ら
ま
し



（３） 平成12年６月１日（木曜日） 第９７１号

相　　談� 日　　　　　時� 場　　　所� 問い合わせ�

市 民 相 談 � 市 民 相 談 室 �

消費生活センター�

家 庭 児 童 相 談 室 �

障 害 者 支 援 課 �

ケ ア セ ン タ ー �

ケ ア セ ン タ ー �

向 小 金 福 祉 会 館 �

江戸川台福祉会館�

つ ば さ 学 園 �

教 育 研 究 室 �

平和台保育所�58-1435／江戸川台保育所�
�52-0648／向小金保育所�74-8853

初 石 公 民 館 �
南 流 山 セ ン タ ー �

初 石 公 民 館 �

勤 労 者 総 合 福 祉 �
セ ン タ ー �

青少年指導センター�

法 律 相 談 �

合 同 相 談 �

不 動 産 相 談 �

登 記 相 談 �

市 政 相 談 �

消費生活苦情相談�

子供悩みごと相談�

福祉住宅改善相談�

子 育 て 電 話 相 談 �

心 配 ご と 相 談 �

教 育 相 談 �

青 少 年 相 談 �

発 達 相 談 �

酒 害 相 談 �

悩 み ご と 相 談 �
（ 人 権 ・ 行 政 ） �

高 年 齢 者 職 業 ・ �
パ ー ト 相 談 �

幼 児 こ と ば の �
相 談 室 �

10：00～15：00

13：00～16：00

９：00～17：00

毎週火曜�

9：30～16：00毎週月～金曜�

10：00～16：00毎週月～金曜�

９：00～16：00毎週月～金曜�

９：00～16：00毎週火～金曜�

10：00～15：00毎週水曜�

９：00～16：30毎週月～金曜�

９：00～16：00毎週月～金曜�

９：00～16：00毎週月～金曜�

10：00～15：006月9日�

13：00～16：00毎月第２日曜�

18：00～21：00毎月第４金曜�

９：30～16：30毎週月～金曜�

９：00～11：30毎週土曜�

10：00～16：00

毎週月～金曜�

〃�

〃�

〃�

〃�

〃�

〃�

〃�

〃�

〃�

〃�

〃�

〃�

〃�

〃�

同相談室�
�58-1616

同センター�
�58-0999

�50-6081

同相談室�
�58-4144

同センター相談室�
�55-5885

同センター相談室�
�58-7830

同学園�

年 金 相 談 �

�54-4822

�50-6081

�50-6079

�50-6110

社会福祉協議会�

指導課�

障害者支援課�

国保年金課�

社会福祉課�

�59-4735

�50-6105

障害者支援課�

交 通 事 故 相 談 �

毎週火・木曜　　�
※要電話予約�

※要電話予約�

※要電話予約�

13：00～17：00毎月第１水曜�
※要電話予約�税 務 相 談 �

13：00～16：00毎月第２水曜�
※要電話予約�

外 国 人 相 談 � 13：00～16：00毎月第４水曜� 〃�
※予約は1週間前までに�

子育て支援センターゆうゆう�44-7926育 児 相 談 � 9：30～16：30毎週月～金曜�

８：30～17：00毎週月～金曜�

10：00～15：00毎月第３水曜�

毎週土・日曜�
（25日を除く）�

※要電話予約�

毎月第３月曜�
※要電話予約�

10：00～15：00

市 民 相 談 室 �

今月は開催しません�

食中毒の予防

献血にご協力を

内　　容� 期日・受付時間� 場　　　所� 備　　　考�

ハローベイビー� 保健センター�

保健センター�
南流山センター�

妊娠5～8か月の妊婦対象。母子健康手帳、タオル、
筆記用具を持参�
※16日からの参加者は9日までに申し込みを�

もぐもぐ教室�23日　10：15～10：30
4～5か月児対象。母子健康手帳、器とスプ
ーンを持参※3日前までに申し込みを�

３ か 月 児 �
健 康 診 査 �

カ ム カ ム �

19日・20日�
12：45～13：45 保健センター�平成12年2月生まれの乳児対象�

1 歳 6 か 月 児 �
健 康 診 査 �

13日・14日�
12：45～13：45 保健センター�

2日・6日　12：45～13：45 保健センター�

乳幼児健康相談�

3歳児健康診査�

28日　13：00～14：00 保健センター�

平成10年11月生まれの幼児対象�

平成９年3月生まれの幼児対象�
発育などに心配のある乳幼児対象。母子健
康手帳を持参※要予約�

28日　13：00～14：00

30日　9：45～11：00

15日　９：30～10：30

保健センター�発達などに心配のある乳幼児対象。母子健
康手帳を持参※要予約�

育 児 相 談 �

発 達 相 談 �

南流山福祉会館�１歳未満の乳児対象。育児・健康相談。母子健康手帳を持参�すくすく健康相談�

0歳～就学前児対象。母子健康手帳を持参�

むし歯予防教室�
5日・12日・22日�
※時間は申し込み者
に個人通知�

29日※時間は申し込
み者に個人通知�

保健センター�
2歳2か月児対象（22日は1・2回参加済みの幼
児対象）。1歳6か月児健康診査時に申し込みを�

食 事 相 談 � 保健センター�生活習慣病などの食事指導を受けたい方対象。食事調査あり。15日までに申し込みを�

成人健康相談�
年齢・性別など不問。血圧測定や健康上の相談、
軽体操など。健康手帳・検診記録カードを持って
いる方は持参�

リハビリ教室�

月曜コース�

7日・14日・21日・28日�

5日・12日・19日・26日�
10：00～�

水曜コース�

10：00～�

保健センター�

保健センター�

疾病、加齢等により心身の機能が低下している
方（介護保険認定外者等）を対象に、日常生活
動作訓練等を実施※事前に問い合わせを�

療 育 相 談 �29日　13：00～14：00 柏 保 健 所 �整形外科的な心配のある18歳未満の子ども対象。母子健康手帳を持参�

発 達 相 談 �29日　13：00～14：00 柏 保 健 所 �
首が座らない、歩かないなど発達の遅れが心配
な0～1歳児対象。母子健康手帳を持参※要予
約�

心の健康相談�2日・9日・16日・23日�14：00～16：00
柏 保 健 所 �精神病や精神神経症など、心の病で悩んでいる方対象。医師による相談は要予約�

保健センター�
南流山福祉会館�
東 部 公 民 館 �

南流山センター�
東 部 公 民 館 �
保健センター�

保健センター�
9～12か月児対象。子どもの歯と食生活について。母子健康手帳、
歯ブラシ、おしぼりを持参。定員15組 ※先着順・要予約�

9日・16日・23日・30日�
12：30～12：50
※16日は９：45～10：00

キ ッ ズ �

�

15日　９：30～11：30

27日　10：00～15：00

30日  　9：45～10：00 南流山福祉会館�

つ ば さ 学 園 �

22日　10：00～15：00

相談あんない

保健あんない〈 〉保健センター
�54－0331

〈 〉柏 保 健 所
�67－1255

※期日・受付時間欄に　　　　印のあるものは今月は開催しません。転入者などで個人通知が届
かない場合は保健センターへ問い合わせを

休 日 の
救急医療

▽受付時間は、
9時～11時30分、13
時～16時30分（歯
科は11時30分ま
で）＝休日診療所
�55－3456
▽夜間は、市内

の医療機関が当番
制で診療。当番医
はあらかじめ市消
防本部�58－0119
で確認を

▽日程＝６月14日�13時30分～16時、イトーヨ

ーカ堂流山店▽献血のできる方＝16歳～69歳の健

康な方（ただし、65歳以上の方は60歳から64歳ま

でに献血経験がある方）※献血手帳がある方は持

参

□問保健センター�54－０３３１

高
年
齢
者
や
障
害
者
が
働
け
る

職
場
が
増
え
る
よ
う
、
市
で
は
、

高
年
齢
者
な
ど
を
雇
用
し
て
い
る

事
業
主
や
障
害
者
の
職
場
実
習
を

受
け
入
れ
て
い
る
事
業
主
に
対

し
、
奨
励
金
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

申
請
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
問

い
合
わ
せ
を
。

【
高
年
齢
者
等
雇
用
促
進
奨
励

金
】▽

支
給
対
象
＝
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

（
職
業
安
定
所
）
で
特
定
求
職
者

雇
用
開
発
助
成
金
の
受
給
資
格
が

あ
り
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
紹
介
を

受
け
て
高
年
齢
者
（
55
歳
以
上
65

歳
未
満
）
ま
た
は
障
害
者
を
雇
用

し
て
い
る
事
業
主
▽
支
給
期
間
＝

雇
用
後
１
年
を
経
過
し
た
日
か
ら

１
年
間
▽
支
給
額
（
限
度
額
）
＝

各
月
の
賃
金
の
30
％
（
１
５
０
０

０
円
）
▽
申
請
期
間
＝
１
月
１
日

〜
12
月
31
日
分
を
翌
年
の
２
月

末
日
ま
で
に
申
請

【
障
害
者
職
場
実
習
奨
励
金
】

▽
支
給
対
象
＝
養
護
学
校
、
福

祉
施
設
な
ど
の
紹
介
で
、
市
内
に

居
住
す
る
障
害
者
を
６
日
以
上
受

け
入
れ
た
事
業
主
▽
支
給
額
＝
受

け
入
れ
実
習
者
一
人
一
回
１
５
０

０
０
円
▽
申
請
期
間
＝
職
場
実
習

終
了
後
、
速
や
か
に
申
請

□問
商
工
課
�
50
―

６
０
８
５

申し込み 当日各会場で受け付け
持 ち 物 タオル
終了時間 全会場12時
□問社会体育課�59－1212

会
社
や
役
所
な
ど
に
勤
め
て
い
る
方

に
扶
養
さ
れ
て
い
る
配
偶
者
は
、
全
員

が
国
民
年
金
の
第
三
号
被
保
険
者
と
し

て
加
入
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

第
三
号
被
保
険
者
と
な
る
に
は
、
国

保
年
金
課
へ
届
け
出
を
し
て
、
被
扶
養

配
偶
者
で
あ
る
確
認
を
受
け
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

第
三
号
被
保
険
者
と
な
っ
た
際
の
保

険
料
は
、
配
偶
者
の
加
入
し
て
い
る
職

場
の
年
金
制
度
に
お
い
て
負
担
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
ご
自
身
が
納

め
る
必
要
は
な
く
、
ま
た
、
配
偶
者
の

給
料
か
ら
差
し
引
か
れ
る
こ
と
も
あ
り

ま
せ
ん
。

し
か
し
、
こ
の
届
け
出
が
二
年
間
以

上
遅
れ
る
と
、
過
ぎ
た
期
間
は
保
険
料

未
納
期
間
と
な
り
、
将
来
受
け
取
る
年

金
受
給
額
が
減
額
さ
れ
た
り
、
最
悪
の

場
合
は
年
金
が
受
け
取
れ
な
く
な
る
場

合
も
あ
り
ま
す
の
で
注
意
が
必
要
で

す
。届

け
出
の
際
は
、
ご
自
身
の
基
礎
年

金
手
帳
（
退
職
証
明
）、
配
偶
者
の
基

礎
年
金
番
号
、
健
康
保
険
証
を
持
参
し

て
国
保
年
金
課
へ
。

ま
た
、
す
で
に
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
妻

（
夫
）
が
、
①
扶
養
か
ら
は
ず
れ
た
②

ご
主
人
が
会
社
を
変
わ
っ
た
③
本
人
自

身
が
厚
生
年
金
に
加
入
し
た
―――
な
ど

の
場
合
は
、
そ
の
都
度
、
資
格
変
更
届

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

□問
国
保
年
金
課
�
50
―

６
１
１
０

農
業
委
員
会
会
長
の
坂
巻
正
治
氏
の
辞
任

に
伴
い
、
農
業
委
員
会
臨
時
総
会
を
五
月
十

一
日
に
開
催
し
、
新
会
長
に
高
市
正
義
氏
が
、

同
職
務
代
理
者
に
高
城
勲
氏
が
選
出
さ
れ
ま

し
た
。

□問
農
業
委
員
会
事
務
局
�
50
―

６
１
０
２

市美術家協会主催の「第21回流山市展」
の出展作品を募集しています。
「市展」は、市内の美術展を代表する
もので、ことしは、７月11日から23日ま
で文化会館で開かれます。絵画や彫刻な
ど、感性あふれる作品をぜひ、ご出品く
ださい。なお、詳細は広報ながれやま４
月15日号をご覧になるか、市美術家協会
事務局へお問い合わせください。
□問市美術家協会事務局・國貞�52－１
２９６

高
齢
者
や
障
害
者
の

就
労
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

雇
用
事
業
主
な
ど
に
奨
励
金

一茶双樹記念館の
無料開放

みんなのスポーツのつどい＆
総合体育館無料開放

こども映画鑑賞会

集合場所 受付時間 内　　　　容

総合体育館 ９時～11時 屋内ニュ－スポ－ツ
東小学校 ８時30分～９時 グラウンドゴルフ＆レクゲーム
八木北小体育館 ８時30分～９時 体力テスト＆軽スポ－ツ

江戸川台駅西口
時計台前

７時
～７時30分

８時
～８時30分

流山七福神めぐりパーﾄⅡ･
①7キロ②12キロ ※雨天中止

隅田川七福神めぐり
※雨天中止･交通費は自己負担

南流山駅

「県民の日」に合わせ
イベントや無料開放など実施

国民年金
第3号被保険者の届け出

変更のあった方は
その都度手続きを

農
業
委
員
会
新
会
長
に

高
市
正
義
氏
を
選
任

流山市展 出展作品を募集中

食中毒を予防しましょう
�手洗いは流水で�調理器具は洗浄、消毒を
�食器は衛生的に
�加熱を必要とする食品は十分加熱を
�飲料水、井戸水などの衛生管理に気をつける
�残った食品の保存方法には注意

6月15日は
県民の日

県
民
の
日
の
６
月
15
日
�

は
、
一
茶
双
樹
記
念
館
の
観

覧
料
を
無
料
と
し
ま
す
。
な

お
、
茶
室
な
ど
の
使
用
料
は

従
来
ど
お
り
で
す
。

□問
社
会
教
育
課
�
50
―

6

1
0
６

「県民の日みんなのスポーツのつどい」
を6月11日�に市内5会場で開催します。各
会場で、�なのはな体操�講習会も実施しま
すので多数のご参加をお待ちしております。
また、当日は総合体育館を13時～17時の間、
無料開放しますのでぜひご利用ください。

幼児・小学校低学年を対象に「こども映画
鑑賞会」を開きます。上映作品は「忍たま乱
太郎」などを予定しています。
日時 6月15日(木)14時から
場所 森の図書館(視聴覚室)
対象 幼児、小学校低学年、保護者の方
定員 100人
※入場無料
□問社会教育課�50－6106
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高
齢
者
が
「
元
気
で
、
い
き
い
き

と
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
流
山
」
の

実
現
を
目
指
し
た
「
市
高
齢
者
総
合

計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

こ
の
総
合
計
画
は
、
介
護
保
険
法

に
基
づ
く
「
介
護
保
険
事
業
計
画
」

と
、
老
人
福
祉
法
・
老
人
保
健
法
に

基
づ
く
「
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
」

の
二
つ
の
相
互
に
関
連
す
る
計
画
を

一
体
化
し
た
も
の
で
す
。
計
画
の
期

間
は
、
平
成
十
二
年
度
か
ら
平
成
十

六
年
度
ま
で
の
五
年
間
で
、
平
成
十

四
年
度
に
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
約
五
千
人

の
市
民
を
対
象
に
行
っ
た
実
態
調
査

を
は
じ
め
、
広
報
な
が
れ
や
ま
や
説

明
会
を
通
じ
て
公
表
し
た
素
案
に
対

す
る
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
や
ご

提
言
を
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

基
本
理
念
に
は
、
今
後
の
急
速
な

高
齢
化
の
中
で
高
齢
者
自
身
の
自
立

自
助
を
基
本
に
、
た
と
え
援
護
が
必

要
な
状
態
に
な
っ
て
も
地
域
で
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、
共
に
支
え
合

う
互
助
・
公
助
の
体
制
の
整
備
を
図

る
こ
と
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

要
介
護
状
態
と
な
る
高
齢
者
の
割
合

を
一
〇
・
〇
パ
ー
セ
ン
ト
台
に
抑

え
、
高
齢
者
が
「
元
気
で
、
い
き
い

き
と
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
流
山
」

の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

こ
の
計
画
の
中
で
、
介
護
保
険
給

付
対
象
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
目
標
量
を

日
本
は
、
世
界
に
例
を
見
な
い
勢
い

で
少
子
高
齢
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。
こ

の
ま
ま
進
む
と
、
二
一
〇
〇
年
に
は
、

日
本
の
総
人
口
は
現
在
の
約
半
分
の
六

千
七
百
万
人
に
な
る
と
推
計
さ
れ
て
い

ま
す
。

こ
う
し
た
少
子
化
の
進
展
に
対
応
す

る
た
め
、国
で
は「
エ
ン
ゼ
ル
プ
ラ
ン
」、

県
で
は
「
千
葉
県
子
ど
も
プ
ラ
ン
」
を

策
定
し
、
子
育
て
環
境
の
充
実
を
図
っ

て
い
ま
す
。

こ
れ
を
受
け
て
本
市
で
は
、
児
童
の

健
全
な
成
長
と
子
育
て
を
支
援
し
て
い

く
た
め
の
指
針
と
な
る
「
流
山
市
児
童

育
成
計
画
（
エ
ン
ゼ
ル
プ
ラ
ン
）」
を

今
年
度
中
に
策
定
す
る
予
定
で
す
。

昨
年
は
、
そ
の
計
画
策
定
の
貴
重
な

資
料
と
す
る
た
め
に
、
多
く
の
市
民
の

方
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
保
育
の
状

況
や
子
育
て
の
考
え
方
な
ど
に
つ
い
て

実
態
調
査
を
し
、
こ
の
ほ
ど
、
そ
の
結

果
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、
そ
の
概

要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

な
お
、こ
の
実
態
調
査
の
報
告
書
は
、

図
書
館
お
よ
び
市
役
所
情
報
公
開
コ
ー

ナ
ー
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
調
査
の
概
要
】

調
査
は
、
就
学
前
児
童
の
保
護
者
、

小
学
一
〜
四
年
生
の
保
護
者
、
中
学

一
・
二
年
生
、
未
婚
の
二
十
歳
代
の
方

を
対
象
に
行
い
ま
し
た
。回
収
結
果
は
、

左
表
の
と
お
り
で
す
。

【
就
学
前
児
調
査
】

児
童
の
保
育
状
況
を
見
る
と
、
最
も

多
い
の
は
、「
母
親
、
ま
た
は
父
親
な

ど
が
自
宅
で
み
て
い
る
」
で
、
全
体
の

48
・
３
％
と
半
数
近
く
を
占
め
て
い
ま

す
。
一
方
、「
幼
稚
園
」
は
33
・
０
％
、

「
保
育
所
・
園
」
は
15
・
０
％
と
な
っ

て
い
ま
す
＝
グ
ラ
フ
。

親
が
理
想
と
す
る
子
ど
も
の
数
と
、

現
実
の
子
ど
も
の
数
を
見
る
と
、
理
想

は
三
人
だ
が
、
現
実
に
は
二
人
と
い
う

結
果
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
理
想

と
し
て
い
る
子
ど
も
の
数
よ
り
も
、
実

際
の
子
ど
も
の
数
が
少
な
く
な
っ
て
い

る
要
因
と
し
て
は
、「
子
育
て
の
経
済

的
負
担
」
が
六
割
強
と
、
他
の
要
因
よ

り
は
る
か
に
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

【
小
学
１
〜
４
年
生
調
査
】

放
課
後
の
家
庭
の
状
況
を
見
る
と
、

そ
の
時
間
帯
に
母
親
、
父
親
、
祖
父
母

な
ど
の
保
護
者
が
家
に
「
い
る
」
家
庭

は
85
・
２
％
に
対
し
、「
い
な
い
」
家

庭
は
14
・
１
％
で
し
た
。

保
護
者
の
子
育
て
の
不
安
や
悩
み
を

見
る
と
「
子
ど
も
の
学
校
生
活
や
友
人

関
係
」
が
51
・
６
％
で
最
も
多
く
、
以

下
、「
子
ど
も
の
健
康
、
性
格
」「
子
ど

も
の
勉
強
、
成
績
」
と
続
い
て
い
ま
す
。

い
る
こ
と
と
し
て
は
、「
勉
強
や
成
績

の
こ
と
」
が
35
・
４
％
、「
進
学
の
こ

と
」
が
22
・
５
％
と
多
く
、
そ
の
相

談
相
手
と
し
て
は
、「
同
性
の
友
人
」

が
58
・
９
％
と
圧
倒
的
に
多
く
な
っ

て
い
ま
す
。

日
常
生
活
の
中
で
、
傷
つ
く
よ
う
な

こ
と
を
友
達
か
ら
言
わ
れ
た
と
き
、
ど

う
す
る
か
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、「
が
ま

ん
し
な
い
ほ
う
」
が
、
41
・
４
％
を
占

め
、
そ
の
う
ち
六
割
強
が
「
口
で
抗
議

す
る
」
と
回
答
し
、「
手
が
出
て
し
ま

う
」と
い
う
回
答
も
三
割
あ
り
ま
し
た
。

【
未
婚
男
女
調
査
】

家
庭
内
の
役
割
分
担
に
つ
い
て
は
、

そ
の
理
想
と
現
実
を
比
較
す
る
と
、
男

女
と
も
理
想
は「
男
女
と
も
仕
事
を
し
、

家
事
・
育
児
も
男
女
で
分
担
す
る
」
と

い
う
「
男
女
平
等
型
」
が
過
半
数
を
占

め
て
い
ま
す
。

子
育
て
に
つ
い
て
は
「
男
性
の
育
児

参
加
」
や
「
保
育
所
の
充
実
等
、
仕
事

と
育
児
の
両
立
し
や
す
い
環
境
づ
く

り
」を
推
進
し
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、

仕
事
と
育
児
を
両
立
さ
せ
、
子
育
て
に

意
義
と
喜
び
を
感
じ
る
こ
と
の
で
き
る

社
会
の
到
来
を
望
ん
で
い
る
こ
と
が
う

か
が
わ
れ
ま
す
。

表
１
の
よ
う
に
、
保
健
・
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
施
設
の
整
備
計
画
を
表

２
の
よ
う
に
設
定
し
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
重
点
課
題
と
今
後
の
基
本
的
方

向
を
表
３
の
よ
う
に
定
め
て
い
ま

す
。

ま
た
、
こ
と
し
四
月
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
た
介
護
保
険
事
業
の
費
用
は
、

平
成
十
二
年
度
か
ら
十
四
年
度
ま
で

の
三
年
間
で
約
百
十
六
億
円
を
見
込

ん
で
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
れ
を
基

に
第
一
号
被
保
険
者
（
六
十
五
歳
以

上
の
方
）
の
保
険
料
（
基
準
額
＝
年

額
三
万
二
千
三
百
円
）
を
算
出
し
ま

し
た
。

こ
の
「
市
高
齢
者
総
合
計
画
」
は
、

図
書
館
お
よ
び
市
役
所
情
報
公
開
コ

ー
ナ
ー
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

元気で いきいきと
安心して暮らせる流山を目指して

―高齢者総合計画がスタート―

表１ 介護保険給付対象サービスのサービス提供目標量２ 保健・福祉サービス提供施設の整備計画

表３　重点課題と今後の基本的方向（施策体系）

収結果

□問
社
会
福
祉
課

0
―
６
０
７
９

対 象 総数 有効回答数 有効回収率

１・２年生 280人 280人 100.0％

の未婚の方 1000人 455人 45.5％

800人 616人 77.0％

1200人 901人 75.1％
前児童の
者

１～４年生
護者

平日の昼間、お子さんは、主に

どこで、または誰がみていますか。

元気を生み出す健康づくり �疾病の早期発見・早期治療

�健康の保持・増進

�健康づくりの啓発・推進

高齢者を支える介護体制づくり �高齢者支援体制づくりの推進

�介護保険給付対象サービスの充実

�高齢者福祉サービスの充実

�痴ほう性高齢者対策の推進

いきいきと生活できる暮らしづくり �生きがい対策の充実

�就業の支援

�地域社会に参画する機会の促進

安心して暮らせる生活環境づくり �バリアフリーのまちづくりの推進

�災害等緊急時対策の充実

高齢者総合福祉の推進 �保健・福祉の人材育成とサービスの質の向上

�保健・福祉についての情報提供の充実

�市民参加による保健・福祉施策の推進

元
気
で
す
　
い
き
い
き
　
あ
ん
し
ん
　
流
山

訪問入浴介護 1,408回 728回

訪問看護 10,614回 43,784回

訪問リハビリテーション 2,028回

通所介護（デイサービス） 5,947回 49,140回

通所リハビリテーション（デイケア） 837回 32,760回

短期入所生活介護（ショートステイ） 719回 2,666回

短期入所療養介護（ショートケア） 1,144回

痴ほう対応型共同生活介護（グループホーム） 16人

特定施設入所者生活介護 108人

歩行支援用具 24台 277台

車椅子 7台 734台

特殊寝台 5台 96台

マットレス 0枚 96枚

痴ほう性高齢者徘徊感知器 0台 9台

エアーパッド 7枚 38枚

居宅療養管理指導 911人

居宅介護支援（ケアプランの作成） 1,539人

介護老人福祉施設（特別養護老人ホーム） 125人 295人

介護老人保健施設（老人保健施設） 92人 258人

介護療養型医療施設（療養型病床群） 166人 184人

訪問介護（ホームヘルプサービス）

項　　 目
現 状

（平成10年度）
目標量

（平成16年度）

20,107時間
（ヘルパー27人）

202,904時間
（ヘルパー198人）

福
祉
用
具
の
貸
与

イサービスセンター 5か所 7か所

イケアセンター 2か所 5か所

期入所生活介護（ショートステイ） 42人 57人

期入所療養介護（ショートケア） 25人

ほう対応型共同生活介護（グループホーム） 18人

護老人福祉施設（特別養護老人ホーム） 200人 300人

護老人保健施設（老人保健施設） 120人 258人

護療養型医療施設（療養型病床群） 184人

アハウス 100人 150人

項 目
既存施設

（平成10年度）
整備目標

（平成16年度）

保育所・園（認�
可の公立保育�
所・私立保育園）�
に通っている�

幼稚園に通っている�

自宅などで保護者�
（母親等）や家族�
が見ている�

無認可保育施設に�
通っている�

同居していない親族�
や知人、近所の人に�
みてもらっている�

15.0％�

2.2％�

無回答�
0.4％�

1.1％�

33.0％�

48.3％�



（５） 第９７１号

【
中
学
生
調
査
】

中
学
生
が
困
っ
た
り
悩
ん
だ
り
し
て

国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
と
老
人
保
健

の
該
当
者
が
、
入
院
中
の
食
事
費
用
の
一

部
を
負
担
す
る
「
入
院
時
食
事
療
養
費
」

の
減
額
申
請
を
き
ょ
う
一
日
か
ら
受
け
付

け
ま
す
。
負
担
額
は
一
日
に
つ
き
通
常
七

百
六
十
円
で
す
が
、
次
に
当
て
は
ま
る
方

は
負
担
額
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。
①
市
民
税

非
課
税
世
帯
の
方
は
、
一
日
六
百
五
十
円

（
過
去
一
年
間
の
入
院
日
数
が
九
十
日
を

超
え
て
い
る
場
合
は
一
日
五
百
円
）
②
市

民
税
非
課
税
世
帯
の
方
で
老
齢
福
祉
年
金

の
受
給
者
は
、
一
日
三
百
円
。

ま
た
、
老
人
保
健
該
当
者
が
同
じ
病
院

に
ひ
と
月
に
三
十
日
以
上
入
院
す
る
場
合

に
支
払
う
「
入
院
時
一
部
負
担
金
」
を
三

万
五
千
四
百
円
以
上
支
払
わ
な
く
て
よ
く

な
る
「
入
院
時
一
部
負
担
金
限
度
額
適
用

認
定
」
の
申
請
も
き
ょ
う
一
日
か
ら
受
け

付
け
ま
す
。

い
ず
れ
の
場
合
も
減
額
認
定
証
を
病
院

の
窓
口
に
提
示
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
は
国
保
年
金
課

で
、
老
人
保
健
の
該
当
者
は
高
齢
者
支
援

課
で
、
被
保
険
者
証
と
老
人
医
療
受
給
者

証
（
入
院
が
九
十
日
を
超
え
て
い
る
場
合

年をとっても元気でいきいきと生活する

には、「ねたきり」にならないようにする

ことが大切です。

保健センターでは、50～60代の方を対象

に、「ねたきり予防教室」を開催します。

教室では、予防方法について実習を交えて

学ぶほか、近年増えている転倒骨折の予防

についても学びます。

▽日時／内容＝①６月８日�10時～15

時／講義「ねたきりの原因について・歯の

話・栄養の話」②６月９日�10時～12時／

講義と実習「ねたきりと運動について」③

９月１日�10時～15時／講義と実習「３か

月後の振り返り」、講演「正しい姿勢と歩

き方」▽場所＝保健センター▽対象／定

員＝全日程参加できる50～60代の方／30人

（先着順）▽講師＝武井正子さん（順天堂

大学教授）▽参加費＝無料▽申し込み＝６

月７日までに電話で保健センターへ

□問保健センター�54－０３３１

は
領
収
書
も
）
を
持
参
し
、
手
続
き
を
行

っ
て
く
だ
さ
い
。
転
入
者
な
ど
の
場
合
、

非
課
税
世
帯
で
あ
る
こ
と
を
証
明
で
き
る

書
類
も
必
要
で
す
。

こ
の
認
定
証
の
期
限
は
平
成
十
三
年
五

月
三
十
一
日
ま
で
な
の
で
、
こ
の
間
に
入

院
し
た
場
合
に
使
用
で
き
ま
す
。

老
人
保
健
該
当
者
は
、
原
則
と
し
て
七

十
歳
以
上
の
方
で
す
が
、
六
十
五
歳
以
上

で
次
の
い
ず
れ
か
の
要
件
に
当
て
は
ま
る

方
は
、
申
請
し
て
障
害
認
定
を
受
け
れ
ば
、

老
人
保
健
該
当
者
に
な
り
ま
す
。
な
お
、

申
請
の
際
に
は
、
障
害
者
手
帳
や
健
康
保

険
証
な
ど
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

①
身
体
障
害
者
手
帳
一
〜
三
級
の
方
②

身
体
障
害
者
手
帳
の
音
声
機
能
、
言
語
機

能
ま
た
は
、
そ
し
ゃ
く
機
能
障
害
で
四
級

の
方
③
身
体
障
害
者
手
帳
の
下
肢
機
能
障

害
で
四
級
の
第
一
・
三
・
四
号
に
該
当
の

方
④
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
一
〜

二
級
の
方
⑤
療
育
手
帳
の
重
度
の
方

□問
国
民
健
康
保
険
…
国
保
年
金
課
�

50
―

６
０
７
７
／
老
人
保
健
…
高
齢
者
支

援
課
�
50
―

６
０
８
０

介護保険制度を利用するうえで必要な介護サービス計画（ケア

プラン）を作成し、本人の自立に向けてお手伝いをする介護支援

専門員（ケアマネージャー）が、相互に連絡を取り合い、知識の

向上や、より良い介護サービス計画の作成を目的に、連絡会を設

立しています。

入会は随時受け付けていますので、ご希望の方は介護支援課へ

問い合わせを。

なお、４回目の連絡会を６月21日午後２時から市役所で開き、

情報交換などを行う予定です。当日会場でも入会を受け付けます。

□問介護支援課�50－６１０９

□問
社
会
福
祉
課
保
健
福
祉
総
合
対

策
室
�
50
―

６
０
７
９

福
岡
県
内
で
ポ
リ
オ
の
予
防
接
種
を

受
け
た
方
か
ら
体
調
不
良
者
が
出
た
た

め
、
因
果
関
係
は
ま
だ
不
明
で
す
が
、

厚
生
省
の
指
導
を
受
け
て
、
本
市
で
は

ポ
リ
オ
の
予
防
接
種
を
一
時
見
合
わ
せ

て
い
ま
す
。

す
で
に
ポ
リ
オ
の
予
防
接
種
を
受
け

た
方
で
、
ご
心
配
な
点
が
あ
る
方
は
保

健
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
、
お
近
く
の
医
療

機
関
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

な
お
、
今
後
、
予
防
接
種
を
再
開
す

る
場
合
の
日
程
等
に
つ
い
て
は
、
広
報

な
が
れ
や
ま
な
ど
を
通
じ
て
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

□問
保
健
セ
ン
タ
ー
�
54
―

０
３
３
１

在
宅
の
重
度
心
身
障
害
者

の
方
の
社
会
参
加
を
促
進
す

る
た
め
、
市
で
は
、
福
祉
タ

ク
シ
ー
券
を
交
付
す
る
制
度

を
実
施
し
、
外
出
な
ど
が
し

や
す
い
よ
う
支
援
し
て
き
ま

し
た
。

し
か
し
、
な
か
に
は
福
祉

タ
ク
シ
ー
の
利
用
に
な
じ
ま

ず
、
自
家
用
車
を
利
用
し
て

い
る
方
も
い
る
こ
と
か
ら
、

き
ょ
う
一
日
か
ら
福
祉
タ
ク

シ
ー
券
か
自
動
車
燃
料
費
の

ど
ち
ら
か
一
方
を
選
択
し
て

利
用
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し

た
。

自
動
車
燃
料
費
の
助
成
を

希
望
す
る
方
は
、
利
用
登
録

の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。
受
け
付
け
は
、
障
害
者

支
援
課
の
ほ
か
、
公
民
館
の

出
張
受
付
で
も
行
い
ま
す
。

な
お
、
福
祉
タ
ク
シ
ー
の

利
用
登
録
を
し
て
い
る
方
に

は
、
す
で
に
平
成
十
二
年
度

分
の
福
祉
タ
ク
シ
ー
券
を
送

付
し
ま
し
た
が
、
自
動
車
燃

料
費
を
希
望
す
る
方
は
、
残

り
の
タ
ク
シ
ー
券
と
引
き
換

え
に
な
り
ま
す
。

▽
自
動
車
燃
料
費
の
助
成

対
象
者
＝
①
身
体
障
害
者
手

帳
１
・
２
級
の
方
ま
た
は
３

級
の
下
肢
障
害
（
１
種
に
限

る
）
の
方
②
療
育
手
帳
Ａ
の

方
ま
た
は
児
童
相
談
所
な
ど

で
重
度
と
判
定
さ
れ
た
方
▽

助
成
対
象
と
な
る
自
動
車
＝

重
度
障
害
者
の
方
が
日
常
生

活
で
使
う
も
の
で
、
本
人
ま

た
は
同
一
世
帯
の
家
族
が
所

有
す
る
自
動
車
▽
助
成
が
受

け
ら
れ
る
燃
料
／
量
＝
ガ
ソ

リ
ン
ま
た
は
軽
油
／
１
か
月

25
�
ま
で
▽
助
成
金
額
＝
ガ

ソ
リ
ン
１
�
に
つ
き
55
円
、

軽
油
１
�
に
つ
き
35
円
▽
利

用
方
法
＝
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン

ド
で
給
油
料
金
を
支
払
う

際
、
利
用
券
に
確
認
印
を
受

け
、
助
成
量
に
達
し
た
ら
市

に
請
求
▽
登
録
手
続
き
＝
次

の
書
類
を
持
参
し
障
害
者
支

援
課
ま
た
は
出
張
受
付
へ
①

身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
療

育
手
帳
の
写
し
②
自
動
車
検

査
証
の
写
し
③
自
動
車
運
転

免
許
証
の
写
し
④
印
か
ん
⑤

福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
登
録
済

み
の
方
は
、
平
成
12
年
度
の

利
用
券

【
出
張
受
付
】

▽
期
日
／
場
所
＝
①
６
月

１
日
�
／
南
流
山
セ
ン
タ
ー

②
６
月
２
日
�
／
東
部
公
民

館
③
６
月
３
日
�
／
北
部
公

民
館
④
６
月
４
日
�
／
初
石

公
民
館
※
時
間
は
い
ず
れ
も

９
時
〜
16
時

□問
障
害
者
支
援
課
�
50
―

６
０
８
１

児
童
手
当
の
対
象
年
齢
が
、
き

ょ
う
一
日
か
ら
、
義
務
教
育
就
学

前
（
六
歳
到
達
後
最
初
の
三
月
三

十
一
日
ま
で
）
に
改
定
さ
れ
ま

す
＝
下
表
。
義
務
教
育
就
学
前
の

児
童
を
養
育
し
て
い
る
方
は
、
児

童
手
当
の
申
請
を
し
て
く
だ
さ

い
。※

児
童
手
当
に
は
、
所
得
制
限

限
度
額
が
設
け
ら
れ
て
い
る
た

め
、
申
請
者
の
所
得
に
よ
っ
て
は

受
給
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す

【
申
請
方
法
】

印
か
ん
と
申
請
者
（
養
育
者
）

名
義
の
預
金
通
帳
を
持
参
し
、
市

役
所
児
童
家
庭
課
ま
た
は
、
お
近

く
の
出
張
所
へ
。

六
月
一
日
現
在
で
児
童
手
当
を

受
給
し
て
い
て
、
三
歳
以
上
義
務

教
育
就
学
前
の
児
童
を
養
育
し
て

い
る
方
は
、
現
況
届
（
六
月
十
五

日
前
後
に
送
付
を
予
定
）
に
同
封

す
る
額
改
定
請
求
書
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

な
お
、
公
務
員
の
方
は
、
勤
務

市
保
健
セ
ン
タ
ー
や
障
害
者
支

援
課
、
柏
保
健
所
な
ど
で
は
、

「
障
害
」
を
持
っ
て
生
ま
れ
て
き

た
お
子
さ
ん
に
関
す
る
相
談
窓
口

を
設
け
て
支
援
・
ア
ド
バ
イ
ス
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
同
じ

「
障
害
」
を
持
っ
た
子
ど
も
の
保

護
者
が
、
家
族
の
会
な
ど
を
設
立

し
て
交
流
や
情
報
交
換
な
ど
を
し

て
い
ま
す
。

そ
う
し
た
団
体
の
一
つ
に
「
ダ

表２

回収

�
50
―
６
０
７
９

対

中学１

20歳代

就学前
保護者

小学１
の保護

食
事
療
養
費
な
ど

入
院
時
の
負
担
を
軽
減

国保・老保
「ねたきり」にならないために…
予防教室の参加者を募集中

ケアマネ連絡会で情報交換

～入会は随時受け付け～
介護
保険

ポ
リ
オ
の
予
防
接
種

一
時
見
合
わ
せ
に

重
度
心
身
障
害
者
の
外
出
を
支
援

先
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

【
申
請
期
間
】

児
童
手
当
の
申
請
は
随
時
受
け

付
け
て
い
ま
す
が
、
手
当
の
支
給

は
原
則
と
し
て
申
請
を
い
た
だ
い

た
翌
月
か
ら
と
な
り
ま
す
。
た
だ

し
、
三
歳
以
上
義
務
教
育
就
学
前

の
児
童
手
当
に
つ
い
て
は
、
こ
と

し
九
月
末
ま
で
に
申
請
を
す
れ

ば
、
六
月
分
か
ら
支
給
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

□問
児
童
家
庭
課
�
50
―

６
０
８

２

ウ
ン
症
児
を
育
て
る
親
の
会
『
ひ

か
り
の
子
』」
が
あ
り
ま
す
。

ダ
ウ
ン
症
は
、
染
色
体
異
常
に

よ
る
障
害
で
七
百
人
に
一
人
位
の

割
合
で
生
ま
れ
る
と
い
い
ま
す
。

同
会
で
は
、
主
に
第
二
・
四
土

曜
に
駒
木
台
福
祉
会
館
で
行
っ
て

い
る
乳
幼
児
の
療
育
を
は
じ
め
、

音
楽
療
法
や
講
演
会
、
ク
リ
ス
マ

ス
会
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
開

き
、
大
切
な
子
ど
も
の
た
め
に
活

動
し
て
い
ま
す
。

□問
保
健
セ
ン
タ
ー
�
54
―

０
３

３
１
／
ひ
か
り
の
子
・
岩
本
�
52

―

４
５
９
０

親
子
で
楽
し
み
な
が
ら
の

音
楽
療
法

児童手当の対象を就学前児まで拡大
～児童家庭課などできょう1日から受け付け～

ひ
と
り
で
悩
ま
ず

参
加
し
て
み
て
は
…

「
ひ
か
り
の
子
」な
ど
が
活
動

ダ
ウ
ン
症
児
を

育
て
る
親
の
会

改　正　前�

３歳未満�
義務教育就学前�
（６歳到達後最初の年度末）�

２月・６月・10月�

第１・２子… 5,000円�
第３子以降…10,000円�

対象年齢�

手当月額�

支払時期�

改　正　後�

※平成６年４月２日以降に生まれた児童�

デイ

デイ

短期

短期

痴ほ

介護

介護

介護

ケア



平成12年６月１日（木曜日） （６）第９７１号

そ
の
他

児童館・センター
開催時間や申し込み方法など

の詳細は、各児童館・児童センタ

ーへお問い合わせください

今月の催し物

駒 木 台 児 童 館
�54－４８２１

会　　場 日　程　・　催　し　物

６／17�
江戸川台児童センター
�54－３０２６

向小金児童センター
�73－９３２０

思井児童センター
�59－５６６６

十太夫児童センター
�54－５２５４

野々下児童センター
�45－９５００

赤城児童センター
�58－４５４５

父の日のプレゼント作り

６／17� 思井の森探検隊

６／12�
～17� 父の日のプレゼント作り

６／24� 土曜ロードショー

６／10� マンカラ大会

o
o
o
o
o
o
o
o
o
o
o
o
o
o
o
o
o
o
o
o
o
o
o
o
o
o
o
o
o
o
o
o
o
o
o
o
o
o

市
文
化
協
会
手
工
芸
部
作
品
展

６
月
８
日
�
ま
で

市
文
化
協
会
短
歌
部
作
品
展

６
月
28
日
�
か
ら
７
月
31
日
�
ま
で

□問
社
会
教
育
課
�
50
―

６
１
０
６

市民ギャラリー 
今月の展示 今月の展示 

資
格
・
求
人

映
画
・
公
演

講
座
・
講
演

縦
　
　
覧

展
　
　
示

６／12�
～17� らくらくクラフト

６／17�
お父さんと一緒に工作を
しよう

会
員
募
集

6 19 ～

★
救
命
手
当
の
実
技
講
習
会

▽
日
時
＝
６
月
25
日
�
13
時
〜

16
時
▽
場
所
＝
市
消
防
署
▽
定

員
＝
30
人
（
先
着
順
）
▽
内
容
＝

普
通
救
命
の
知
識
と
技
術
の
習
得

▽
申
し
込
み
＝
き
ょ
う
１
日
か
ら

電
話
で
市
消
防
署
へ

□問
市
消
防
署
�
58
―

０
１
１
９

★
甲
種
防
火
管
理
講
習
会

▽
日
時
＝
７
月
12
日
�
・
13
日

�
い
ず
れ
も
９
時
20
分
〜
16
時
15

分
▽
場
所
＝
県
立
流
山
青
年
の
家

▽
定
員
＝
90
人
（
先
着
順
）
▽
受

講
料
＝
４
０
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト

代
を
含
む
）
▽
申
し
込
み
＝
消
防

本
部
予
防
消
防
課
、
消
防
署
、
各

分
署
で
配
布
の
申
請
書
・
受
講
票

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
受
講
料

を
添
え
て
、
６
月
12
日
〜
16
日
の

９
時
〜
16
時
30
分
に
、
消
防
本
部

予
防
消
防
課
へ

□問
予
防
消
防
課
�
58
―

０
１
１

９
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
入
門
講
座

▽
日
時
＝
７
月
８
日
�
〜
８
月

26
日
�
（
全
６
回
）
い
ず
れ
も
13

時
30
分
〜
15
時
30
分
▽
場
所
＝
さ

わ
や
か
ち
ば
県
民
プ
ラ
ザ
（
柏
市
）

▽
対
象
／
定
員
＝
初
心
者
／
20
人

▽
費
用
＝
２
５
０
０
円
▽
申
し
込

み
＝
往
復
ハ
ガ
キ
に
「
デ
ジ
タ
ル

カ
メ
ラ
入
門
講
座
」、
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
明
記
し
、

〒
２
７
７
―

０
８
８
２
柏
市
柏
の

葉
４
―

３
―

１
さ
わ
や
か
ち
ば
県
民

プ
ラ
ザ
事
業
課
へ

□問
同
プ
ラ
ザ
�
40
―

８
６
１
５

カ
ヌ
ー
初
心
者
講
習
会
＝
①
６

月
11
日
�
②
７
月
９
日
�
、
い
ず

れ
も
９
時
30
分
〜
12
時
30
分
、
市

内
江
戸
川
。
参
加
費
３
０
０
０
円

（
１
日
、
保
険
料
を
含
む
）。
電
話

で
申
し
込
み
を
□問
カ
ヌ
ー
ク
ラ
ブ

事
務
局
・
小
山
�
54
―

５
３
５
９

教
育
評
論
家
「
尾
木
直
樹
」
氏

講
演
会
（
子
ど
も
の
家
「
わ
ら
し

こ
」
主
催
）
＝
６
月
25
日
�
13
時

45
分
〜
16
時
、
文
化
会
館
。
参
加

費
１
２
０
０
円
※
前
売
割
引
あ
り

□問
平
岡
�
47
―

７
８
８
４

★
人
形
劇
の
つ
ど
い

▽
日
時
＝
６
月
９
日
�
15
時
〜

16
時
▽
場
所
＝
中
央
図
書
館
▽
内

容
＝
「
三
び
き
の
こ
ぶ
た
」
ほ
か

▽
出
演
＝
人
形
劇
ピ
ッ
コ
ロ

□問
中
央
図
書
館
�
59
―

４
６
４

６
流
山
お
や
こ
劇
場
定
例
鑑
賞
会

「
お
た
ま
じ
ゃ
く
し
の
１
０
１
ち
ゃ

ん
」
上
映
会
（
市
教
委
後
援
）
＝

６
月
４
日
�
10
時
45
分
（
開
場
）

〜
、
初
石
公
民
館
。
入
場
料
３
０

０
０
円
□問
流
山
お
や
こ
劇
場
�
52

―

０
４
４
６

★
都
市
計
画
道
路
３
・
４
・
34

号
線
（
運
動
公
園
環
状
線
）
お
よ

び
３
・
４
・
35
号
線
（
木
・
流
山

線
）
を
追
加
す
る
変
更
案
の
縦
覧

▽
期
間
／
時
間
＝
６
月
１
日
�

〜
15
日
�（
土
・
日
曜
を
除
く
）／

８
時
30
分
〜
17
時
▽
場
所
＝
都
市

計
画
課

□問
都
市
計
画
課
�
50
―

６
０
８

７
★
公
共
下
水
道
事
業
計
画
案
の

縦
覧▽

内
容
＝
江
戸
川
左
岸
流
域
関

連
公
共
下
水
道
の
事
業
計
画
を
変

更
し
、
新
た
に
西
平
井
、
流
山
、

美
原
１
丁
目
、
美
原
２
丁
目
、
美

原
４
丁
目
、
江
戸
川
台
東
４
丁
目
、

江
戸
川
台
西
１
丁
目
、
東
深
井
、

鰭
ケ
崎
の
各
一
部
地
域
の
追
加
な

ど
▽
期
間
／
時
間
＝
６
月
15
日
�

ま
で
（
土
・
日
曜
を
除
く
）
／
８

時
30
分
〜
17
時
▽
場
所
＝
下
水
道

★
発
掘
作
業
員
の
登
録

市
内
各
所
で
の
発
掘
調
査
に
従

事
す
る
作
業
員
の
登
録
を
６
月
５

日
か
ら
社
会
教
育
課
で
受
け
付
け

ま
す
。

▽
対
象
＝
18
歳
（
高
校
生
を
除

く
）
以
上
60
歳
未
満
の
健
康
な
方

で
月
10
日
〜
14
日
勤
務
可
能
な
方

▽
勤
務
時
間
＝
９
時
〜
16
時
30
分

▽
賃
金
＝
日
額
５
７
０
０
円
▽
持

参
す
る
も
の
＝
顔
写
真
（
３
㎝
×

３
㎝
）
１
枚
、
印
か
ん

□問
社
会
教
育
課
�
50
―

６
１
０

６
２
級
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
養
成
講

座
▽
日
程
＝
７
月
22
日
〜
11
月
末

ま
で
の
毎
週
土
曜
ほ
か
▽
時
間
＝

９
時
〜
17
時
▽
場
所
＝
東
葛
病
院

お
よ
び
東
葛
看
護
学
校
▽
定
員
＝

35
人
（
レ
ポ
ー
ト
選
考
、
う
ち
15

人
は
３
級
修
了
者
と
す
る
）
▽
受

講
料
＝
７
万
円
（
テ
キ
ス
ト
代
を

含
む
）
▽
申
し
込
み
＝
電
話
連
絡

後
、
申
込
用
紙
を
提
出
※
詳
細
は

問
い
合
わ
せ
を

□問
東
葛
病
院
介
護
関
連
事
業
部

�
59
―

１
０
７
７

横
村
克
宏
遺
作
展
「
常
陸
國
風

土
記
を
ゆ
く
」
＝
６
月
６
日
�
ま

で
、
９
時
〜
21
時(

土
・
日
曜
は
17

時
ま
で
）
寺
嶋
文
化
会
館
（
柏
市
）。

※
入
場
無
料
□問
横
村
�
53
―

３
３

９
１

★
わ
ん
ぱ
く
大
会
「
清
水
公
園

へ
行
こ
う
」（
駒
木
台
・
江
戸
川

台
・
十
太
夫
児
童
セ
ン
タ
ー
合
同

行
事
）

▽
日
時
＝
６
月
10
日
�
９
時
30

分
〜
16
時
▽
対
象
／
定
員
＝
小
学

２
年
生
以
上
（
保
護
者
の
参
加

可
）
／
各
児
童
セ
ン
タ
ー
20
人
※

き
ょ
う
１
日
か
ら
受
け
付
け
、
定

員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

□問
各
児
童
セ
ン
タ
ー
（
電
話
番

号
は
「
今
月
の
催
し
物
」
参
照
）

平
成
12
年
度
教
科
書
展
示
会

▽
日
程
＝
６
月
23
日
�
〜
７
月

12
日
�
（
土
・
日
曜
を
除
く
）
▽

時
間
＝
９
時
〜
16
時
30
分
▽
場

所
＝
東
葛
飾
教
科
書
セ
ン
タ
ー

（
野
田
市
）

□問
東
葛
飾
教
科
書
セ
ン
タ
ー
�

24
―

４
１
４
８

ザ
・
ワ
ー
ル
ド
・
ユ
ー
ス
・
セ

ミ
ナ
ー

▽
日
程
＝
６
月
10
日
�
〜
11
日

�
▽
場
所
＝
県
立
流
山
青
年
の
家

ほ
か
▽
対
象
／
定
員
＝
高
校
生
以

上
／
30
人
（
抽
選
）
▽
内
容
＝
外

国
青
年
と
体
験
・
交
流
活
動
▽
参

加
費
＝
４
５
０
０
円
▽
申
し
込

み
＝
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
職
業
、
電
話
番
号
、
バ
ス
送

迎
（
Ｊ
Ｒ
南
流
山
駅
ま
た
は
東
武

野
田
線
豊
四
季
駅
）
希
望
の
有
無

を
明
記
し
、
６
月
５
日
（
必
着
）

ま
で
に
〒
２
７
０
―

０
１
５
３
流

山
市
中
１
１
０
県
立
流
山
青
年
の

家
へ
※
フ
ァ
ッ
ク
ス
可

□問
同
青
年
の
家
�
59
―

２
０
０

４
�
50
―

２
２
０
３

親
子
フ
ェ
ス
タ
Ⅰ
「
ど
ろ
ん
こ

塾
」（
親
子
カ
ヌ
ー
教
室
）

▽
期
日
＝
７
月
８
日
�
▽
場

所
＝
江
戸
川
堤
（
松
戸
三
郷
有
料

道
路
上
葛
飾
橋
下
周
辺
）
▽
対

象
／
定
員
＝
小
学
４
年
生
以
上
の

子
ど
も
と
そ
の
親
／
15
組
30
人

（
先
着
順
）
▽
参
加
費
＝
５
５
０
０

円
（
一
組
）
▽
申
し
込
み
＝
６
月

17
日
〜
25
日
の
９
時
〜
16
時
に
電

話
で
申
し
込
み
を
※
詳
し
く
は
問

い
合
わ
せ
を

□問
県
立
流
山
青
年
の
家
�
59
―

２
０
０
４

東
葛
テ
ク
ノ
プ
ラ
ザ
施
設
見
学

会
▽
日
時
＝
６
月
15
日
�
13
時
〜

17
時
▽
場
所
＝
東
葛
テ
ク
ノ
プ
ラ

ザ
（
柏
市
）
▽
対
象
＝
小
学
４
年

生
以
上
（
保
護
者
同
伴
）
▽
内

容
＝
施
設
内
の
見
学
▽
申
し
込

み
＝
当
日
直
接
会
場
へ

□問
東
葛
テ
ク
ノ
プ
ラ
ザ
�
33
―

０
１
３
９

身
体
障
害
者
の
た
め
の
無
料
運

転
教
習

▽
期
間
＝
７
月
初
旬
〜
（
３
か

月
）
▽
会
場
＝
身
体
障
害
者
運
転

能
力
開
発
訓
練
セ
ン
タ
ー
（
埼
玉

県
新
座
市
）
▽
対
象
／
定
員
＝
就

職
の
た
め
に
自
動
車
運
転
免
許
を

取
得
し
た
い
身
体
障
害
者
手
帳
を

お
持
ち
の
方
で
、
公
共
職
業
安
定

所
に
求
職
を
登
録
し
、
運
転
免
許

試
験
場
の
適
性
検
査
に
合
格
し
て

い
る
方
／
25
人
▽
費
用
＝
無
料

（
検
定
料
な
ど
約
３
５
０
０
０
円
自

己
負
担
）
▽
申
し
込
み
＝
６
月
10

日
ま
で
に
書
類
を
提
出
※
詳
細
は

問
い
合
わ
せ
を

□問
身
体
障
害
者
運
転
能
力
開
発

訓
練
セ
ン
タ
ー
�
０
４
８
―

４
８

１
―

２
７
１
１

就
学
義
務
猶
予
免
除
者
等
の
中

学
校
卒
業
程
度
認
定
試
験

▽
試
験
期
日
＝
11
月
６
日
�
▽

試
験
科
目
＝
国
語
、
社
会
、
数
学
、

理
科
、
外
国
語
▽
対
象
＝
平
成
13

年
３
月
31
日
ま
で
に
、
満
15
歳
以

上
に
な
る
就
学
義
務
猶
予
免
除
者

ま
た
は
就
学
義
務
猶
予
免
除
者
で

あ
っ
た
方
な
ど
▽
申
し
込
み
＝
所

定
の
申
込
用
紙
に
必
要
書
類
を
添

え
て
、
８
月
１
日
か
ら
８
月
31
日

ま
で
に
県
教
育
庁
学
校
指
導
部
指

導
課
へ
※
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
を

□問
県
教
育
庁
指
導
課
�
０
４
３

―

２
２
３
―

４
０
５
８

「
土
屋
文
化
振
興
財
団
」
助
成

金
の
申
し
込
み
受
け
付
け

▽
対
象
＝
基
礎
医
学
、
伝
統
芸

能
、
伝
統
技
芸
、
音
楽
、
演
劇
、

絵
画
、
工
芸
、
彫
刻
、
ス
ポ
ー
ツ

の
分
野
で
活
躍
し
て
い
る
県
内
在

住
者
ま
た
は
県
内
で
活
躍
し
て
い

る
個
人
・
団
体
▽
助
成
金
額
＝
１

０
０
万
円
以
内
▽
募
集
期
間
＝
６

月
１
日
〜
８
月
１
日

□問
土
屋
文
化
振
興
財
団
�
０
４

７
―

３
６
４
―

３
６
８
９

千
葉
土
建
一
般
労
働
組
合
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
住
宅
デ
ー
＝
６
月
11
日

�
10
時
〜
12
時
※
小
雨
決
行
、
江

戸
川
台
福
祉
会
館
前
稲
荷
神
社
、

美
田
２
号
公
園
、
Ｊ
Ａ
流
山
市
流

山
支
店
、
八
木
南
１
号
公
園
、
南

流
山
中
央
公
園
、
宮
園
１
号
公
園
。

無
料
住
宅
相
談
・
耐
震
相
談
、
包

丁
研
ぎ
・
ま
な
板
削
り
（
３
０
０

円
）
の
実
施
※
車
で
の
来
場
は
ご

遠
慮
く
だ
さ
い
□問
千
葉
土
建
流
山

支
部
�
50
―

１
９
６
６

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
と
歌
謡

シ
ョ
ー
（
市
歌
謡
演
芸
連
合
会
主

催
）
＝
６
月
11
日
�
10
時
〜
17
時
、

文
化
会
館
□問
土
井
�
58
―

０
０
９

２

ダ
ン
シ
ン
グ
フ
ァ
ミ
リ
ー
ズ

（
社
交
ダ
ン
ス
）
＝
毎
週
火
曜
（
初

心
者
）
・
金
曜
（
中
・
上
級
）
19

時
〜
21
時
、
南
流
山
セ
ン
タ
ー
。

入
会
金
１
０
０
０
円
、
月
会
費
３

０
０
０
円
□問
石
井
�
59
―

４
６
５

０
カ
ト
レ
ア
会
（
ソ
フ
ト
エ
ア
ロ

ビ
ク
ス
）
＝
毎
週
木
曜
10
時
15
分

〜
11
時
45
分
、
総
合
体
育
館
柔
道

場
。
入
会
金
１
０
０
０
円
、
月
会

費
２
０
０
０
円
※
女
性
対
象
□問
布

川
�
50
―

０
５
１
３

豊
書
道
会
＝
月
４
回
水
曜
９
時

30
分
〜
11
時
、
第
２
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ホ
ー
ム
。
月
会
費
２
５
０
０
円

□問
萩
原
�
45
―

７
３
４
０

美
し
が
丘
女
声
合
唱
団
＝
毎
週

木
曜
10
時
〜
12
時
、
主
に
流
山
福

祉
会
館
。
入
会
金
１
０
０
０
円
、

月
会
費
２
０
０
０
円
※
保
育
あ
り

□問
畑
中
�
58
―

８
６
０
４

す
ず
ら
ん
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ク
ラ

ブ
＝
毎
週
火
曜
19
時
〜
20
時
30

分
、
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
。
月
会

費
１
０
０
０
円
□問
井
上
�
59
―

３

９
２
４

ひ
ま
わ
り
（
社
交
ダ
ン
ス
）
＝

毎
週
水
曜
13
時
〜
15
時
、
主
に
東

深
井
福
祉
会
館
。
入
会
金
１
０
０

０
円
、
月
会
費
３
０
０
０
円
※
経

験
の
あ
る
男
性
□問
橋
本
�
32
―

３

０
５
４

書
道
サ
ー
ク
ル
＝
第
２
・
４
火

曜
９
時
30
分
〜
12
時
、
主
に
向
小

金
福
祉
会
館
。
月
会
費
２
５
０
０

円
□問
安
野
�
48
―

０
２
８
３

エ
ー
デ
ル
ワ
イ
ス
（
英
会

話
）
＝
第
２
・
４
金
曜
10
時
〜
12

時
、
森
の
図
書
館
。
入
会
金
１
０

０
０
円
、
月
会
費
２
０
０
０
円
※

先
着
20
人
□問
田
口
�
54
―

５
０
３

６
フ
レ
ッ
シ
ュ
気
功
教
室
＝
月
４

回
火
曜
10
時
30
分
〜
11
時
50
分
、

主
に
流
山
福
祉
会
館
。
月
会
費
２

５
０
０
円
□問
高
橋
�
59
―

８
１
８

７
Ｄ
Ｌ
Ｃ
金
曜
会
（
社
交
ダ
ン

ス
）
＝
毎
週
金
曜
19
時
〜
21
時
、

主
に
東
深
井
福
祉
会
館
。
入
会
金

１
０
０
０
円
、
月
会
費
２
５
０
０

円
□問
浅
井
�
52
―

５
５
９
５

ジ
ョ
リ
ー
体
操
ク
ラ
ブ
（
健
康

体
操
）
＝
毎
週
木
曜
10
時
〜
12
時
、

初
石
公
民
館
。
入
会
金
１
０
０
０

円
、
月
会
費
２
０
０
０
円
□問
畠
中

�
52
―

５
３
２
７

た
ま
ゆ
ら
（
源
氏
物
語
を
読
む

会
）
＝
毎
週
金
曜
10
時
30
分
〜
12

時
、
北
部
公
民
館
。
月
会
費
１
０

０
０
円
※
先
着
15
人
□問
入
内
島
�

53
―

０
０
２
０

森の図書館・夢コンサート
�子どものためのピアノ曲�

今月4日に開催
「森の図書館」の愛称で親しまれている北部
地域図書館で、�夢コンサート�が今月４日に開催
されます。
今回は、ピアノ発表会でもよく演奏される曲
を集めたコンサートです。
この機会に、図書の利用と併せて夢コンサー
トにお出かけください。
▽日時＝６月４日�13時30分（開場）～▽テ
ーマ＝子どものためのピアノ曲▽曲目＝トルコ
行進曲（モーツァルト）、エリーゼのために（ベ
ートーベン）、アラベスク第１番（ドビュッシ
ー）、華麗なる大円舞曲作品18（ショパン）、ロ
シアの踊り（チャイコフスキー）など▽出演＝
森寿美子さん、川崎美保さん、小山恭代さん、斉
藤智子さん▽入場料＝無料▽定員＝80人▽申し
込み＝当日直接会場へ
□問森の図書館�52－３２００

市立図書館では、蔵書点検など本の整
理を行うため、６月19日�から30日�ま
で休館となります。
また、この休館に伴い、図書返却ボッ
クスも６月18日�午後３時から７月１日
�午前１０時まで閉鎖します。
□問中央図書館�59－４６４６

6 30
市立図書館
蔵書点検のため休館

業
務
課

□問
下
水
道
業
務
課
�
50
―

６
０

９
６
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※必ず住所・氏名を明記してください

「
リ
リ
リ
リ
ー
ン
」
仕
事
が
始

ま
っ
た
ば
か
り
の
午
前
八
時
三
十

分
。「
…
品
物
は
、
え
っ
、
ク
ー
ラ

ー
と
掃
除
機
、
そ
れ
で
は
場
所
を

…
…
は
い
、
わ
か
り
ま
し
た
。
す

ぐ
参
り
ま
す
」「
お
い
、
出
動
だ
ぞ
、

場
所
は
西
初
石
の
常
磐
道
と
林
の

間
だ
。」
イ
ス
に
座
る
間
も
な
く
、

車
で
現
場
に
向
か
っ
た
の
は
環
境

保
全
課
の
職
員
で
す
。

電
話
の
と
お
り
、
人
通
り
の
少

な
い
側
道
の
草
む
ら
の
中
に
、
ク

ー
ラ
ー
と
掃
除
機
、
湯
沸
器
と
炊

飯
器
、
そ
れ
に
ご
み
の
入
っ
た
ビ

ニ
ー
ル
袋
が
三
個
。
不
法
投
棄
さ

れ
た
も
の
で
、
誰
が
捨
て
た
の
か

わ
か
り
ま
せ
ん
。

人
目
に
つ
か
な
い
場
所
に
捨
て

た
り
、
堂
々
と
道
路
の
端
や
他
人

の
空
き
地
、
駐
車
場
や
駐
輪
場
な

ど
に
投
棄
し
て
い
く
。
タ
ン
ス
や

応
接
セ
ッ
ト
、
学
習
机
、
乗
用
車

か
ら
古
タ
イ
ヤ
、
布
団
な
ど
、「
ご

み
」
と
い
え
な
い
新
品
の
よ
う
な

品
物
ま
で
あ
る
。

環
境
保
全
課
は
、
環
境
保
全
係

四
人
、
公
害
係
三
人
、
課
長
補
佐

一
人
、
課
長
一
人
で
構
成
さ
れ
て

い
ま
す
。
通
報
が
入
る
と
す
ぐ
に

駆
け
付
け
、
小
さ
い
も
の
は
持
ち

帰
る
が
、
大
き
な
も
の
や
多
量
の

ご
み
は
、
機
動
班
が
ト
ラ
ッ
ク
で

出
動
し
て
収
集
す
る
。

不
法
投
棄
物
の
中
か
ら
、
名
前

な
ど
記
載
さ
れ
た
証
拠
物
ら
し
き

も
の
な
ど
が
あ
れ
ば
、
連
絡
し
て

引
き
取
っ
て
も
ら
う
。

環
境
保
全
課
の
仕
事
は
、
不
法

投
棄
の
ご
み
処
理
だ
け
で
は
な
く
、

家
庭
等
か
ら
出
る
雑
排
水
の
監
視

や
騒
音
・
悪
臭
・
煙
・
野
犬
・
不

在
地
主
の
空
き
地
の
雑
草
な
ど
、

環
境
全
般
に
目
を
光
ら
す
。

近
頃
は
、
隣
近
所
と
の
付
き
合

い
が
少
な
い
せ
い
か
「
隣
の
ク
ー

ラ
ー
や
ピ
ア
ノ
の
音
が
う
る
さ
い
」

と
か
「
隣
の
立
木
の
葉
が
落
ち
て

困
っ
て
い
る
」
と
い
っ
た
内
容
の

電
話
も
あ
っ
て
「
近
所
付
き
合
い

が
こ
じ
れ
な
い
よ
う
に
、
お
互
い

に
話
し
合
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
」

と
ア
ド
バ
イ
ス
を
す
る
こ
と
も
あ

る
そ
う
で
す
。

五
月
三
十
日
は
「
ゴ
ミ
ゼ
ロ
の

日
」
で
す
が
、
流
山
市
で
も
こ
と

し
は
六
月
四
日
を
中
心
に
江
戸
川

や
運
河
を
は
じ
め
市
内
全
域
で
ク

リ
ー
ン
大
作
戦
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

ぜ
ひ
参
加
し
て
、
き
れ
い
な
流
山

に
し
ま
し
ょ
う
。

環
境
を
良
く
す
る
の
は
、
環
境

保
全
課
で
は
な
く
、
私
た
ち
な
の

で
す
。

市役所第2庁舎1階
�50－6083

～環境保全課～

昨
年
六
月
、「
男
女
共
同
参
画

社
会
基
本
法
」
が
制
定
さ
れ
ま
し

た
。「
男
は
仕
事
、
女
は
家
庭
」

と
い
う
よ
う
に
性
別
に
よ
っ
て
役

割
を
決
め
る
の
で
な
く
、
一
人
ひ

と
り
の
個
性
と
能
力
を
発
揮
で
き

る
よ
う
な
社
会
づ
く
り
が
必
要
に

な
っ
て
い
ま
す
。

国
連
が
提
唱
し
た
「
国
際
婦
人

年
」（
一
九
七
五
年
）
を
機
に
、

女
性
の
地
位
向
上
に
向
け
た
国
際

的
な
取
り
組
み
が
始
ま
り
、
続
く

「
国
連
婦
人
の
十
年
」
の
成
果
と

し
て
、
女
子
差
別
撤
廃
条
約
（
女

子
に
対
す
る
あ
ら
ゆ
る
形
態
の
差

別
の
撤
廃
に
関
す
る
条
約
）
が
生

ま
れ
ま
し
た
。
日
本
は
一
九
八
五

年
に
こ
の
「
条
約
」
を
批
准
（
正

式
に
同
意
）
し
ま
し
た
。
男
女
の

性
別
役
割
分
担
意
識
が
根
強
い
日

本
で
は
、「
条
約
」
の
批
准
に
向

け
て
、
国
内
の
法
律
を
整
備
す
る

こ
と
が
必
要
で
し
た
。
例
え
ば
、

国
籍
法
の
改
正
の
よ
う
に
、
子
の

出
生
時
に
「
父
親
が
日
本
人
の
場

合
は
、
子
ど
も
は
日
本
の
国
籍
を

取
得
す
る
」
か
ら
「
父
母
ど
ち
ら

か
日
本
人
の
場
合
は
、
日
本
の
国

籍
を
取
得
す
る
」
と
改
正
さ
れ
た

こ
と
、
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
の

制
定
、
そ
し
て
高
等
学
校
の
家
庭

科
が
「
女
子
の
み
履
修
」
か
ら

「
男
女
と
も
履
修
」
に
な
っ
た
こ

と
な
ど
で
す
。

こ
の
「
条
約
」
の
基
本
的
な
考

え
方
は
、「
男
女
の
固
定
的
な
性

別
役
割
分
担
意
識
を
変
え
る
」
と

い
う
こ
と
に
あ
り
ま
す
。「
男
は

仕
事
、
女
は
家
庭
」「
男
は
男
ら

し
く
、
女
は
女
ら
し
く
」
と
い
っ

た
伝
統
的
な
考
え
方
は
、「
人
間

ら
し
く
、
自
分
ら
し
く
」
生
き
る

こ
と
を
制
限
す
る
と
い
う
認
識
に

立
つ
も
の
で
す
。
こ
の
よ
う
に
、

男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法
が
成

立
し
た
こ
と
は
、
何
よ
り
も
「
条

約
」
の
批
准
に
あ
る
の
で
す
。

「
男
は
仕
事
、
女
は
家
庭
」
の

考
え
方
は
、
左
表
か
ら
も
う
か
が

え
る
よ
う
に
女
性
に
比
べ
て
男
性

に
支
持
す
る
人
が
多
い
も
の
の
、

平
成
七
年
の
調
査
で
は
「
同
感
し

な
い
」
が
「
同
感
す
る
」
を
上
回

り
、
社
会
全
体
の
意
識
変
化
が
進

ん
で
い
る
こ
と
を
表
し
て
い
ま

す
。□問

企
画
調
整
課
�
50
―

６
０
６
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【
相
談
】

①
ブ
ラ
ウ
ス
を
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
に

出
し
た
ら
、
紛
失
さ
れ
ま
し
た
。
弁

償
し
て
ほ
し
い
の
で
す
が
、
ど
の
程

度
ま
で
請
求
で
き
る
の
で
し
ょ
う

か
。②

ウ
ー
ル
の
セ
ー
タ
ー
を
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
に
出
し
た
と
こ
ろ
、
数
個
所

穴
が
空
い
て
戻
り
ま
し
た
。
出
す
時

に
は
穴
は
な
か
っ
た
の
に
…

【
ア
ド
バ
イ
ス
】

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
に
関
す
る
ト
ラ
ブ

ル
に
は
紛
失
、
変
色
、
伸
縮
、
シ
ミ

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

事
故
が
起
き
た
ら
、
ま
ず
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
店
に
連
絡
し
て
原
因
を
調
べ

て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
方
法
に
問
題
が
あ
る
場
合
は
ク
リ

ー
ニ
ン
グ
店
、
衣
類
の
品
質
上
の
問

題
は
衣
料
メ
ー
カ
ー
、
衣
類
の
保
管

等
に
問
題
が
あ
っ
た
場
合
は
消
費
者

自
身
に
責
任
が
あ
り
ま
す
。

①
の
相
談
の
よ
う
に
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
店
の
過
失
に
よ
り
衣
類
が
紛
失
し

た
場
合
は
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
事
故
賠

償
基
準
に
よ
り
賠
償
請
求
が
で
き
ま

す
。
紛
失
し
た
衣
類
の
金
額
が
不
明

確
で
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
料
金
を
基
準

に
算
定
す
る
方
法
も
あ
り
ま
す
。
特

例
と
し
て
、
ド
ラ
イ
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

の
場
合
は
料
金
の
四
十
倍
、
そ
の
他

は
二
十
倍
の
金
額
を
請
求
で
き
る
場

合
も
あ
り
ま
す
。

②
の
相
談
の
場
合
、
穴
の
空
い
た

セ
ー
タ
ー
を
県
消
費
者
セ
ン
タ
ー
に

調
査
依
頼
し
た
と
こ
ろ
、
虫
が
食
べ

た
歯
形
の
跡
を
確
認
で
き
ま
し
た
。

虫
食
い
に
よ
っ
て
空
い
た
小
さ
な
穴

が
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
に
よ
る
作
用
で

大
き
く
な
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
シ

ミ
や
汚
れ
が
あ
る
と
虫
食
い
が
起
き

や
す
い
の
で
、
汚
れ
は
早
め
に
落
し

て
、
防
虫
剤
を
使
用
し
、
保
管
し
ま

し
ょ
う
。

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぐ

た
め
に
は
、
衣
類
を
買
う
時
、
フ
ァ

ッ
シ
ョ
ン
性
だ
け
で
な
く
、
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
方
法
を
確
か
め
て
選
ぶ
こ
と

や
、
衣
類
等
を
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
店
に

引
き
渡
す
時
、
引
き
取
る
時
は
、
問

題
が
な
い
か
を
確
認
す
る
こ
と
も
大

切
な
こ
と
で
す
。

クリーニングトラブル

原稿は直接
選者へお送
りください

俳句摘
草
に
か
く
も
心
の
躍
る
と
は
　
　
　
向
　
小
　
金
　
鳥
羽
田
信
子

囀
の
影
移
り
ゆ
く
風
の
道
　
　
　
　

松
　
ケ
　
丘
　
瀬
下
　
猛
男

腰
伸
ば
す
だ
け
の
体
操
風
薫
る
　
　
　
美
　
　
　
田
　
山
田
　
敬
司

花
嫁
の
五
月
の
涙
か
ひ
ま
見
し
　
　
　
西
　
初
　
石
　
斉
藤
登
志
子

消
へ
て
ゆ
く
色
ほ
の
ぼ
の
と
夕
牡
丹
　
松
　
ケ
　
丘
　
皆
川
　
春
安

【
評
】
一
句
目
　
気
軽
に
は
じ
め
た
摘
草
に
何
時
か
す
っ
か
り
の
め

り
込
ん
で
し
ま
っ
た
作
者
。
心
と
動
作
の
交
錯
す
る
姿
を
面
白
く
描

く
。
二
句
目
　
囀
り
は
鳥
の
恋
の
歌
。
鳴
き
移
る
風
の
道
が
如
何
に

も
神
秘
的
に
見
え
て
清
々
し
い
。
三
句
目
　
簡
単
明
瞭
に
し
て
何
故

か
強
い
説
得
力
の
あ
る
句
意
。
薫
風
が
眩
し
い
。
四
句
目
　
六
月
の

み
な
ら
ず
五
月
も
ま
た
花
嫁
の
季
節
。
ふ
と
浮
か
び
ふ
と
零
れ
た
花

嫁
の
嬉
し
涙
に
貰
い
泣
き
す
る
光
景
が
彷
彿
。
五
句
目
　
夕
牡
丹
の

夕
牡
丹
ら
し
い
風
情
と
哀
切
が
あ
る
。

水
見
壽
男
　
選
　
（
流
山
市
東
深
井
865
‐
111
）

短歌菖
蒲
園
を
知
己
の
ご
と
く
に
カ
メ
ラ
持
ち
同
好
者
と
の
話
は
ず
み
ぬ

若
　
葉
　
台
　
中
沢
き
ぬ
こ

は
か
な
き
と
思
い
し
尾
瀬
の
水
芭
蕉
茎
の
太
さ
に
笑
い
こ
ろ
げ
る

松
　
ケ
　
丘
　
宮
田
　
百
代

わ
が
行
く
手
を
二
匹
の
蝶
は
舞
い
な
が
ら
語
り
か
け
く
る
ご
と
く
離
れ
ず

こ
う
の
す
台
　
斉
藤
婦
美
子

【
評
】
中
沢
氏
　
ア
ヤ
メ
と
混
同
し
易
い
が
別
種
の
サ
ト
イ
モ
科
で
、
芳
香

を
持
つ
。「
知
己
の
ご
と
く
」
は
カ
メ
ラ
マ
ニ
ア
の
伏
線
と
し
て
効
果
的
、

「
話
は
ず
み
ぬ
」
を
〈
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
き
る
〉
動
き
を
出
す
事
も
一
考
。
宮

田
氏
　
湿
地
に
生
え
る
サ
ト
イ
モ
科
、
大
き
く
も
の
も
の
し
い
葉
に
先
だ

ち
、
花
茎
を
出
し
て
花
を
開
く
、「
笑
い
転
げ
る
」
は
異
質
な
意
外
さ
、
驚

き
の
表
現
で
あ
る
が
、
先
づ
歌
う
べ
き
も
の
を
描
写
し
て
、
作
者
の
感
情
、

主
観
は
出
さ
な
い
よ
う
に
。
斉
藤
氏
　
蝶
と
の
つ
か
ず
離
れ
ず
に
長
閑
さ

が
あ
る
、
原
作
「
舞
う
ご
と
く
」「
か
け
く
る
如
く
」
一
首
に
二
つ
の
直
喩

は
不
可
。
別
の
表
現
〈
舞
い
な
が
ら
〉
と
し
て
あ
る
。

武
田
静
江
　
選
　
（
流
山
市
松
ケ
丘
４
‐
505
‐
90
）

詩

い
い
よ
鳥
と
私
　
　
江
戸
川
台
西
　
　
岩
井
　
睦
子

い
い
よ
　
い
い
よ
　
と

い
い
よ
鳥
は
さ
え
ず
る

散
歩
し
て
い
る
私
を

人
々
は
　
せ
か

〈
と
追
い
越
し
て
行
く

い
い
よ
　
い
い
よ

自
分
の
テ
ン
ポ
で
歩
け
ば
い
い
よ
　
と

励
ま
し
て
く
れ
る
　
い
い
よ
鳥

掃
除
も
手
抜
き
に
し

家
の
中
は
乱
雑
に
な
る
の
に

い
い
よ
　
い
い
よ

そ
の
う
ち
　
や
れ
ば
い
い
よ
　
と

慰
め
て
く
れ
る
　
い
い
よ
鳥

い
い
よ
鳥
に
甘
ん
じ
て

な
ん
と
か
寝
込
ま
ず
　
日
を
送
っ
て
い
る
私

宮
田
登
美
子
　
選
（
流
山
市
江
戸
川
台
西
４
‐
109
）

【評】〈いいよ鳥〉とはヒヨドリのことで、以
前新聞のコラムでその鳴き声から〈いいよ
鳥〉として紹介されたようです。いいよ鳥
を発想の転換にして持病もあり、思うよう
に行かなくなった老年の日々を前向きに生
きようとする作者の姿勢も微笑ましく、飾
らない言葉でユーモアのあるリズミカルな
作品に纏められています。

Vol.2

女子差別撤廃条約の批准で…

女子差別撤廃条約
①女性に対する差別を撤廃し、男女平等を原
則とする重要な国際人権法
②政治、経済、社会、文化などあらゆる分野
で女性差別をなくし、男女平等を実現する
よう義務づけている
③男女の固定的な性別役割分担意識やそれに
基づく慣習をなくすよう義務づけている

0 20 40 60 80 100（％）�

男
性�

51.7 26.4 20.2

1.7

32.9 26.3 40.1

0.7

0 20 40 60 80 100（％）�

女
性�

■同感する方 ■どちらともいえない ■わからない ■同感しない方�

36.6 29.3 31.9

2.2

22.3 22.8 53.9

1.0

※「男女共同参画に関する世論調査」より�

昭和�
62年�

平成�
７年�

昭和�
62年�

平成�
７年�

「男は仕事、女は家庭」というの考え方について
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「広報ながれやま」は再生紙を使用しています

地域の話題をおしえてください。
〒270－0192流山市役所秘書広報課
�50－6063

市特産ねぎ（坊主しらず）立毛共進会
市 長 賞 に は 大 塚 侃 さ ん が

この春オ－プンした野々下水辺公園に蛍の幼虫を放すために
集まった八木南小6年生41人。この幼虫は全校を挙げて取り組
んだ環境学習の一環で、6年生が9か月かけて育ててきたもの。
こうした体験を通して、自然を大切にし、社会と自然とが共存
していかなければならないことを感じてほしい―と先生。夏
には星のごとく光を放って元気に舞って欲しいという期待と祈
りを込めて見送りました。

ユートピアと高原の夏ツアー
～バスで行く相馬ユートピア～

●日　　程 ８月26日�～８月28日�
●コ － ス

１日目　流山－ワープステーション江戸（見学・自弁）－松川浦・鵜
の尾岬－相馬ユートピア（泊）

２日目　相馬ユ－トピア－福島（桃狩り）－五色沼（散策）－桧原湖
（昼食）－会津酒造歴史館－東山温泉（泊）

３日目　東山温泉－会津民芸館「赤べこ」製作体験－鶴ケ城（昼食、
買い物）－流山

●定　　員 40人（最少催行人員40人）
※３人以上のご家族・グループの場合は、１室ご利用できま
す。ただし、申し込み状況により変更の場合あり

●申込締切 ６月23日� 定員になり次第締め切り
●企　　画 �流山相馬ふるさと振興公社
●後　　援 流山市
●主　　催 東急観光(運輸大臣登録一般旅行業第38号）

申 込 方 法 電話で東急観光へ　�63－１６３１
問い合わせ コミュニティ課　　�50－６０７６

●料金（税込み、2泊6食）

ホ
タ
ル
　
夏
に
は
光
の
乱
舞
を

元
気
に
育
て
と
願
っ
て
放
流

前
日
の
激
し
い
雷
雨
か
ら
一
夜
あ
け
、
五
月
晴
れ
と
な

っ
た
五
月
十
六
日
、
市
園
芸
団
体
連
合
会
（
宇
佐
見
茂
会

長
）
主
催
の
市
特
産
「
坊
主
し
ら
ず
ね
ぎ
」
立
毛
共
進
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
出
品
点
数
は
二
十
点
。
そ
れ
ぞ
れ
の

畑
で
病
害
虫
の
発
生
の
有
無
、
収
量
な
ど
を
審
査
し
た
結

果
、「
市
長
賞
」
に
は
西
深
井
の
大
塚
侃
さ
ん
が
選
ば
れ
ま

し
た
。

「
新
世
紀
　
に
な
う
こ
の
子
に
　
チ

ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
」「
運
転
は
　
ベ
ル
ト

を
締
め
て
　
携
帯
切
っ
て
」
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
と
シ
ー
ト

ベ
ル
ト
着
用
強
化
月
間
が
き
ょ
う
か
ら

実
施
さ
れ
ま
す
。

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
と
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
の
着
用
率
の
向
上
を
図
る
こ
と
が
自

動
車
事
故
に
よ
る
死
傷
者
の
減
少
と
軽

減
に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

車
に
乗
っ
た
ら
着
用
の
習
慣
を
。

□問
流
山
警
察
署
�
59
―

０
１
１
０

乗
車
の
際
の
習
慣
づ
け
を

6月はシートベルトチャイルドシート着用月間です

車に乗ったら必ず着用を…

チャレンジキャンプ開催

チャレンジキャンプ（市青少年相談員連絡協議会主催）

が７月30日から８月１日の日程で開かれます。

これを機会にあなたもキャンプ体験をしてみませんか。

▽日程＝７月30日�～８月１日�（２泊３日）▽場

所＝国立妙高少年自然の家（新潟県）▽対象＝７月２日

�の事前研修会に参加できる小学４年生～中学３年生▽

定員＝男女各30人（多数抽選）▽参加費＝１万円▽申し

込み＝往復ハガキに「キャンプ希望」、住所、氏名（ふ

りがな）、学校名（学年）、性別、電話番号、保護者の氏

名、キャンプで何をしたいかを明記し、６月15日（必着）

までに〒２７０－０１９２流山市教育委員会青少年課へ
□問青少年課�50－６１０７

7
30 ～

8
1

あなたも野外活動体験を…

市民まつりで大人気の「市民仮装パレード」をことし

も行います。

今回も賞品を多数用意。ご家族、ご友人、会社の仲間、

サークル仲間などで今から準備し、お祭り気分で大いに

ウケを狙ってみてはいかがですか。

応募方法は広報ながれやま７月１日号でお知らせしま

す。
□問市商工会�58－６１１１

第22回市民まつり　ことしは10月29日
人気の「市民仮装パレード」も開催！
７月１日から出場者を募集

6／14�～7／6�は､市内中学校の林間学園が開設されるため､一般の方の
相馬ユートピアのご利用はできません□問コミュニティ課�50－6076

「契約」は慎重に
悪質商法にご用心

！
五
月
は
「
消
費
者
月
間
」。
悪
質
商
法
な
ど
の
手
口
を
紹
介

し
た
「
契
約
に
つ
い
て
」
の
パ
ネ
ル
展
が
五
月
八
日
か
ら
十
二

日
ま
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
と
な
っ
た
南
流
山
セ
ン
タ
ー

を
訪
れ
た
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
は
、
立
ち
止
ま
っ
て
パ
ネ
ル

を
読
ん
だ
り
、
消
費
生
活
専
門
相
談
員
に
相
談
す
る
姿
も
見
ら

れ
る
な
ど
関
心
の
高
さ
が
う
か
が
え
る
パ
ネ
ル
展
で
し
た
。

市
少
年
軟
式
野
球
大
会
で

初
石
ク
ー
ガ
ー
ス
が
連
覇

第47回流山市少年軟式野球大会が4月29日から市総合
運動公園野球場などを舞台に行われ、熱戦が展開されまし
た。この結果、22チームが参加したＡブロック（小学6年
生以下）は、初石クーガースが連覇、9チームが参加した
Ｂブロック（小学4年生以下）は、加岸ベアーズが優勝し
ました。

！

60歳以上
60歳未満
中学生
小学生以下

34,200円
34,700円
33,300円
29,500円

大人
中学生
小学生以下

35,700円
33,800円
30,000円

市
　
　
民

市
　
外

お知
らせ


